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理Ⅰ
77

（85）

＊模試の過去問 ＊リスニングは（特に直前期は）毎日
聴くとよいです。英作文もやれるなら
毎日やる方が良いと思います。

理Ⅱ
90

（90）

＊受験英語の勉強を始めたのは2
年生の12月からだったので、5月ま
では宮崎尊先生の『東大英語総講
義』（東進ブックス）を計画的に読ん
でいました。

＊過去問を少しずつ始めて
いきました。東大特進コース
の英作文・要約勉強会に参
加し、コツを学びました。

＊過去問を変わらず解きな
がら、描出話法など特徴的
な文法事項に気を付けてい
きました。

＊文化祭で多忙な時期でし
たが、学校と両立させなが
ら『鉄緑会東大英単語熟語
鉄壁』（角川学芸出版）を読
むなどして学習を進めまし
た。

＊過去問をまた解き始めま
した（大問３つを70～80分程
度計って解きました）。

＊発音、アクセントについて
のセンター試験問題集を
買って解きました。

＊宮崎尊先生のリスニング教材を、
自分で決めたペースで計画的に解き
ました。また、模試の過去問も解いて
いました。

＊東大の英語は問題形式に慣れる
ことが大切ですが、東大の形式対策
は高３からでも十分間に合います。そ
れまではどんな形でもいいので英語
に触れておくことが大事です。

文Ⅰ
86

(95)

＊学校の授業を中心に勉強しまし
た。

＊学校の授業を中心に勉
強しました。

＊『鉄緑会東大英単語熟語
鉄壁』（角川学芸出版）を10
周くらいやりました。
＊過去問も10年分(2006～
2015)まで解きました。

＊過去問(2000～2005)を解
きました。
＊東大特進の授業の復習
をしました。

＊東大特進の授業の復習
をしました。

＊予備校の東大模試過去問を集め
てリスニング抜き85分で実戦演習を
しました。

文Ⅰ
(90)

＊英単語集……『鉄緑会東大英単
語熟語　鉄壁』（角川学芸出版）を利
用し、毎授業で確認テストによって
再確認していました。
＊東大過去問にも本格的に取り組
み始めました。

＊発音だけを確認しました。 ＊東進の過去の東大模試を解きまし
た。

一語一語と文のつながりを意識して
分析的に読むことが大事。それを
怠った時期には英語の問題の解き方
が勘に頼ったものになってしまった。

文Ⅰ
85

(80)

＊『鉄緑会東大英単語熟語　鉄壁』
(角川学芸出版)の暗記を進め、
『Next Stage英文法・語法問題』(桐
原書店)で文法を固めました。
＊毎日英文に触れるようにしまし
た。

＊同じく、単語と文法の暗
記を進めました。１日に英文
を１時間程読むようにしまし
た。

＊毎日、長文を2題、英文解
釈問題2題をやり、単語、文
法の暗記も続けました。『鉄
壁』だけではなく、『データ
ベース5500』(桐原書店)も
やりました。

＊『東大の英語25ヵ年』(教
学社)の第4問Bと第5問だけ
を制限時間を設けてやりま
した。単語は毎日続けまし
た。

＊変わらず、過去問と単語
をやりました。この時期から
リスニングの学習を始め、
『灘高キムタツの東大英語
リスニング』(アルク)を毎日
やりました。

＊センターの過去問はほと
んどやらず、東大の過去問
と、単語とリスニングを毎日
続けました。リスニングでは
BBCのニュースを毎日聞い
ていました。

＊模試の過去問を120分計ってやり、
単語とリスニングは毎日やりました。
『キムタツの東大英語リスニング
SUPER』(アルク)、『東大英語リスニン
グ』(KADOKAWA)をやりました。

＊英語は毎日やることが重要です。
何があっても毎日英文に触れましょ
う。
＊帰国子女でした。

文Ⅱ
(80)

＊東大同日体験受験で70点とれた
ため、調子にのり、サボりました。
＊ときたま『やっておきたい英語長
文700』(河合出版)や『東大の英語
25ヵ年』（教学社）をやりました。

＊5月までと同様です。 ＊5月までと同様です。 ＊夏模試で爆死したため、
危機感を覚え、勉強時間の
半分を英語にして、『東大の
英語25ヵ年』で過去問を解
きました。

＊英作文に重点を置きまし
た。
＊『東大の英語25ヵ年』をや
り、それを添削してもらい、
もう一度書き直す、をひたす
らやりました。
＊１日最低1長文は読みま
した。

＊時間配分確認のため、セ
ンター演習を5回分行いまし
た。
＊リスニング対策を全くやっ
ていなかったため、あわて
て開始しました。教材は『キ
ムタツの東大リスニング
Badsic』(アルク)を使用しま
した。

＊過去問10年分をやり、時間配分・
解く順番の確認をしました。
＊本番は5(20分)→4A(5分)→4B(15
分)→3(35分)→2(25分)→1A(15分)→
2B(5分)で解きました。

＊毎日なんらかの形で英文に触れる
べきです。とにかく読む＋リスニング
対策はしっかりとやってください。
＊もともと英語は一番の苦手科目で
した。

文Ⅲ
(75)

＊音読を本格的に学習に取
り入れ始めました。

＊夏休みまでに扱った英作
文を全てもう１周させ、文法
もできる限り見直しました。
その他は長文教材の読み
込みを行いました。

＊センターを5年分ほど解き
ました。

＊センター対策は主に発
音・アクセント問題のみでし
た。
＊長文教材の読み込みを
行いました。

＊長文の読み込み(音読)を行いまし
た。

英 語

＊『東大英語総講義』（東進ブックス） 

＊『東大の英語25ヵ年』（教学社） 

＊『灘高キムタツの東大英語リスニン
グ』（アルク） 
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英 語

文Ⅰ
103
(90)

＊『英語長文問題精講』（旺
文社）・・・夏休みに入り英語
を読む機会が減ったので、
勘を鈍らせないために使い
ました。
＊『東京大学英語 5 要約』
（河合出版）・・・要約を重点
的に練習しました。

＊二次の過去問を「過去問
データベース」で解いていま
した（週1ペース）。

＊センターの過去問を「過
去問データベース」で数年
分解きました。

＊センターの過去問を解い
ていました。

＊過去の東大本番レベル模試を解
いて実戦的な演習をしました。

＊僕は元々英語が得意だったため、
英語の勉強量は少なめでしたが、単
語力の強化には結構な時間を割い
ていました。あとは、英語は時間が厳
しめなので、120分で解く練習は積ん
だ方が良いと思います。ちなみに、問
題を解く順番はかなり重要だと思い
ます。

＊高1～高2頃に、
アメリカに留学して
いました。

文Ⅰ
61

(60)

＊塾の教材で長文、『キムタツの東
大英語リスニング』（アルク）でリスニ
ングをやりました。リスニングは問題
を解きました。

＊長文1日1つ。
＊リスニング（週3日は模試
の過去問、残りの日は『ＣＮ
Ｎ』など）。

＊学校でセンター対策がは
じまったので、そこでやった
英語の発音・文法で間違っ
た問題をノートにまとめる。
＊リスニング（模試過去問
のうち、2010年以前の古い
もの）。

＊学校でのセンター対策。
＊過去問を用いて東大のリ
スニングを1日1題。

＊東大模試の過去問を120分で1セッ
ト（2日に1年分ペースで）。
＊英語に触れるようにしました。

＊ひたすら毎日長文とリスニングをし
ました。

文Ⅰ
61

(70)

＊二次の過去問を大問ごと
にやっていました。学習効
果は薄かったです。

＊センターの過去問は1年
だけやりました（センター本
番ではパニックに）。

＊直前に東大本番レベル模試を6回
分やり、問題形式に慣れました。

*直前に慌てふためいても、僕の場
合はどうにもなりませんでした。よく
言われることですが、コツコツと読む・
書く・聴くを欠かさずにやるのが有効
だと思います。英語運用能力が低い
と、大学に入ってからもつらい思いを
することになります。

文Ⅰ
75

(75)

＊『減点されない英作文』（Gakken）
で後ろの方の定型文を暗記してい
ました。
＊『東大の英語25ヵ年』（教学社）で
主に1Aを解いていました。

＊『英検準1級語彙・イディ
オム問題500』（旺文社）で
主に熟語を暗記しました。
＊『東大の英語25ヵ年』（教
学社）で主に1B・5を解きま
した。
＊『ドラゴンイングリッシュ基
本英文100』（講談社）の例
文を暗記しました。

＊『英検1級リスニング問題
150』（旺文社）を使い、朝起
床後すぐに長めの問題を2
問解いていました。

＊『早稲田の英語25ヵ年』
（教学社）をやりました。

＊冠模試等の、東大英語の
過去問を1日1セットやりまし
た。

＊発音・アクセントに関し
て、原則を出来る限り多く覚
えるようにしました。

＊『鉄緑会東大英語リスニング』
（KADOKAWA）を１章/日ペースでや
りました。
＊冠模試等の、東大英語の過去問。

＊英語はとにかく毎日欠かさず勉強
することが大切だと思います。過去問
は始めるのが早すぎても、遅すぎて
もいけないです。僕は英語の過去問
を虫食い式に夏休みに消費してしま
い、問題不足に陥りました。

文Ⅰ
91

＊高２のうちに基礎を固めていたの
で、『鉄緑会東大英単語熟語　鉄
壁』（角川学芸出版）や『Next Stage
英文法・語法問題』（桐原書店）を用
いて知識の強化を図りました。ま
た、リスニング対策としてＮＨＫラジ
オの「攻略!英語リスニング」を始め
ました。東大リスニング対策の入門
として、分量、難易度ともにちょうど
良い素材だと思います。

＊1971年以降から最新のも
のを除いた過去問をやり始
めました。良質な問題が多
いのでやる価値ありだと思
います。その際の注意点は
2つ。一つは、「じっくり考え
て利用する」こと。まだ時間
に神経質になるべき時期で
はないと思ったので思考力
養成に重点を置きました。も
う一つは、「赤本などの解答
を信頼しすぎない」こと。より
よい解答を自分が作る！と
いう意識でとりくみました。

*模試にあわせて、時間を
測って模試の過去問を解く
実戦練習を数度行いまし
た。ただ、現役は夏休みに
地歴理科を最優先するべき
なので、あまり時間を取られ
すぎないように気をつけまし
た。

＊秋模試に合わせた練習を
行いました。この時期あたり
から、「灘高キムタツの東大
英語リスニング」（アルク）な
ど、より本番に近い形式の
素材を用いたリスニング対
策を行い始めました。また、
『CNN English Express』を購
読し、新しい素材を求め続
けました。

＊秋同様の訓練を休まずに
続けました。

＊リスニングのみ毎日行い
ました。また、センター対策
として発音や文法の演習を
『Next Stage英文法・語法問
題』（桐原書店）や過去問で
行いました。

＊毎日1セット模試の過去問を解き、
時間配分について考え続けました。
この時に理想の解く順番を見つけら
れたのが大きかったです。

＊知識問題を取りこぼさないこと！
記述問題では案外差がつきません。
そのためには常日頃より英語に触
れ、知識を吸収してやろうという姿勢
をもつことが大事です。また、一見詰
め込み過ぎでは対応しづらいように
見えますが、リスニングは直前期の
つめこみが上手くいくことも。あきらめ
ず最後まで英語にふれつづけましょ
う！

＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』(角川学芸出版)

を単語力の補強のために使いました。 

＊1日長文2個、リスニングは『キムタ

ツの東大英語リスニング』（アルク）を

1日1題ずつ、英作文は基本構文の

暗記を行いました。 

＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸出版）を6章/日ペースで、『英文

読解の原則125』（駿台文庫）を5テーマ/日ペースで毎日行いました。 

＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』(角川学芸
出版)は英語の参考書の中で唯一やりきった
ものです。直前までずっと携帯していました。 
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英 語

文Ⅰ
75

(85)

＊『東大の英語25ヵ年』（教
学社）
時間を計り問題演習を行い
ました。
＊『鉄緑会東大英単語熟語
鉄壁』（角川学芸出版）
読み進めるのに加え、文章
題で出てきた単語もこの教
材で復習しました。

＊文章の教材としては、学
校で出されたプリントを用い
ていました。

＊『東大の英語25ヵ年』（教
学社）英語の教材そのもの
に触れていることでセンター
試験にも対応できると考え、
東大の過去問を解き進めて
いました。これでカバーでき
ない発音・アクセント等は学
校で配られたプリントなどで
補強しました。

＊『東大の英語25ヵ年』（教学社）
残していた最近の問題を解きました。
＊『東京大学への英語』（駿台文庫）
駿台の東大実戦模試の過去問です。
英語の教材に多く触れたかったため
使いました。

＊単語は、文章で出てきた際に復習
することで身についていきます。その
ように単語を覚えるためにも、英語と
いう言語そのものに馴染むために
も、英語で書かれた文章に常日頃か
ら触れることが何より大事だと思いま
す。

文Ⅱ
75

＊塾で週１度の英語のテストを受講
していました。この時期は英語に時
間を割きませんでした。

＊英語の成績が下がってい
るように感じたので、単語帳
を購入して単語力の強化を
行いました。英文を読み飛
ばすくせがでてきたので精
読に努めました。

＊東大の過去問を解き始め
ました（過去問演習講座で
添削を受けました）。

＊センター対策を兼ねて、
『頻出英文法・語法問題
1000』（桐原書店）、
『Vintage』（いいずな書店）と
いう文法書をやり直しまし
た。今までに使用した単語
帳の復習を開始しました。

＊センター対策はせず、二
次試験対策を行っていまし
た。具体的には英語テスト
の復習や、新しい長文を読
んでいました。

＊残していた直近5年分ほどの過去
問を解き、リスニングに力をいれまし
た。英作文は添削してもらいました。
本番では失敗しましたが、この頃に
は90点以上を目指せるようになって
おり、英語に触れることに重点を置い
ていました。

文Ⅱ
61

(60)

＊学校行事が忙しく、特に勉強しま
せんでした。

＊過去問演習を週1回行っ
ていました。間違った箇所
の確認と見直しを重点的に
行いました。
＊長文については『長文問
題精講』（旺文社）を2周しま
した。
＊電車の行き帰りで『東大
英単語熟語　鉄壁』（角川学
芸出版）をながめてボキャ
ブラリーの定着を図りまし
た。

＊東大即応オープンで73
点、東大入試実戦で43点を
取り模試が正しいのかわか
らなくなったので駿台模試
の過去問を購入し、解きま
した。
＊過去問は続行。

＊ひきつづき過去問を週1
回解きました。
＊通学時間は『東大英単語
熟語　鉄壁』（角川学芸出
版）、暇な時間に『解体英熟
語』（Ｚ会）』をながめて間違
えたところのリストアップ。

＊センターの学習を始めた
ので過去問は一休み。Ｐｏｄ
ｃａｓｔでＣＮＮのラジオ（大統
領選演説）を聴いていまし
た。

＊センター過去問を3年分
解いてセンター慣れをしまし
た。
＊『発音・アクセントが9割と
れる本』（中経出版）で発
音・アクセント対策をしまし
た。

＊過去問の残りを使い、各大問ごと
に対策を立てました。
＊『東大英単語熟語　鉄壁』（角川学
芸出版）を朝1時間で1周することを
ルーティーンとして、勉強へのスイッ
チとしました。
＊『鉄緑会東大英語リスニング』
（KADOKAWA）を使って、リスニング
の訓練をしました。

＊目的意識を持って学ぶことが肝心
です。むやみやたらに文を読むのと
量をこなすことは大違いです。
＊単語（特に動詞）を覚えるときは用
法（仲のいい前置詞など）も一緒に覚
えるべきだと思います。

文Ⅱ
62

(60)

＊この時期に赤本を買い、
苦手だった1Bや5を数年分
解きました。また東大模試
の過去問も活用しました。

＊和訳が苦手だったので
『ビジュアル英文解釈』（駿
台文庫）を利用しました。た
だ、この時期にもっと英語を
やっておけばよかったなと
思います。

＊赤本でまだ解いていない
問題を解き始めました。また
英語の多読を行いました。

＊文法問題や発音問題が
センター英語の苦手ポイン
トだったので、過去問を利用
し一気に攻略を図りました。

＊東大模試の過去問を大量に集め、
120分間で1セット解く訓練を進めまし
た。過去問は解くというより見直すも
のとして利用しました。

＊英語ができると本当に有利です！
分野別に的を絞って攻略していきま
しょう。「得意科目がない……」という
人はまず英語から取り組むことをお
すすめします。

文Ⅱ
55

(60)

＊『全解説頻出英文法・語
法問題1000』（桐原書店）を
1日200題ずつ、5日で解き
ました。
＊『キムタツの東大英語リス
ニング Basic』（アルク）を1
日1問ずつ、リスニング→
ディクテーションの繰り返し
でこなしました。

＊『キムタツの東大英語ライティング
＆グラマー』（アルク）を1日1セクショ
ンずつ。

＊とにかく単語（＋イディオム）とリス
ニングは毎日確認しました。単語力さ
えあればなんとかなります。

文Ⅱ
64

(70)

＊『標準問題精講』（旺文
社）
初めに要約のトレーニング
として大意を把握したのち、
和訳対策として1文ずつ日
本語訳をしました。

＊センター試験の過去問と
共に、『キムタツの東大英語
リスニング』（アルク）を1日
に小問1題のペースで解き
ました。

＊過去問を時間を計りながら解き、
英作文は学校の先生に添削をお願
いしました。

＊必要最低限の単語と文法は夏前
に固めておきましょう。対策してすぐ
に結果が出る科目ではないため、長
期的な学習スケジュールを立てるこ
とが重要です。

＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学

芸出版） 
東大受験で必要な単語の載せられた単語帳
です。時間が空いたときに、最初から順番に
読み進めていくという形式で勉強していまし
た。 

＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学

芸出版） 
この頃に1周しましたが、まだ定着が危う
かったため、文章などで分からない所があ
れば辞書よりまずこちらを参考にして思い出
す習慣をつけました。この利用法は最後ま
で行いましたが、単語の定着が未完成なこ
の時期にもっともよくこの単語帳を開いてい
ました。 

＊この時期は地歴に時間を割き、英語の勉強
は学校の授業で触れるのと東大特進の授業を
受ける程度でした。 

＊東進で「東大英語」（太先生）を受講。 ＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸出版）

を1section/1日のペースで。 

＊『キムタツの東大英語リスニング』（アルク）を

A,B,Cで分けて1題30分、最後の方は通しでやり

ました。 

＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学
芸出版）を辞書代わりに使用しました。 ＊『東大の英語25ヵ年』(教学社)を少し

ずつ解き始めました。要約から固めて

いき、1日1題を基本に進めました。 
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英 語

文Ⅲ
86

(80)

＊空き時間に『DataBase5500』（桐
原書店）を見ていました。1週間に1
度は長文に触れていました。

＊TEDというアプリでリスニ
ング対策を始めました。単
語は繰り返し見ていました。
長文のペースは変わらず。

＊リスニング、単語、長文を
同じペースで。

＊リスニング対策を毎日す
るようになりました。単語よ
りも長文の比重を高くしまし
た。

＊リスニングは毎日取り組
み、復習として以前読んだ
長文の音読を始めました。

＊『Next Stage英文法・語法
問題』（桐原書店）で文法の
確認をし、追試の過去問を1
年分解きました。

＊過去問を5年分週末に解き、空き
時間に添削済みの英作文の復習を
したりリスニング対策をしていました。

＊高３になると社会など他の科目に
時間がとられてしまうので、文法・単
語は高3になる前にある程度固めて
おくべきです。

理Ⅰ
83

（75）

＊高2の間は学校の定期試験対策
に加え、『DUO3.0』(ICP)をシャドウィ
ングして例文暗記をしていました。
＊高3春から『やっておきたい英語
長文７００』（河合出版）を１周し、音
読・単語のピックアップをしていまし
た。東大特進にも通い始めました。
＊5月から東進の「過去問演習講
座」で過去問を解き始めました。

＊東大の過去問を始めまし
た。
＊『システム英単語』（駿台
出版）をシャドウィングして
いました。
＊東大特進のテキストを復
習していました。

＊東大の過去問10年分を
一周し終えました。
＊『システム英単語』（駿台
文庫）をシャドウィングして
いました。
＊東大特進のテキストを復
習していました。

＊東大の過去問の2周目を
始めました。
＊東大特進のテキストを復
習していました。

*東大特進のテキストを復
習して、勘を鈍らせないよう
にしていました。

＊センター試験過去問5年
分を解き、よく出る発音・ア
クセントを確認しました。

＊東大本番レベル模試の過去問3回
分を解きました。
＊東大特進のテキスト全てに目を通
し、重要文法事項・問題を解くプロセ
ス・英作文の表現などを最終確認し
ました。
＊東大特進の直前用リスニング教材
で耳を慣らしました。

＊英語はとにかく積み重ねが重要な
科目なので早期からコツコツやりま
しょう。
＊ある程度完成して他の教科に力を
入れたいときも、英語は少し離れて
いると勘が鈍ってしまうので、毎日30
分程度でも触れるようにしましょう。

理Ⅰ
75

（75）
＊『東大英語総講義』（東進
ブックス）を、東大型の問題
を解いて疑問があったとき
に対応する部分を読みまし
た。

＊センター模試を受けたり、
過去問を解いたりしました。

＊センター模試を受けたり、
過去問を解いたりしました。

＊東大の過去問を赤本に収録されて
いる7年分解きました。

＊単語を覚えているのといないので
は学習の効率が大きく変わってしまう
ので、出来るだけ早いうちから単語
の暗記を進めるべきです。
＊東大では速読力も必要だというこ
とを意識しましょう。
*英作文は積極的に添削してもらい
ましょう。

理Ⅰ
7７

（70）

＊学校で与えられた課題を中心に
していたため、特に問題集は使いま
せんでした。

＊『東大前期試験リスニング対策実
戦問題集』（東進ハイスクール）で英
語を聞く耳を衰えさせないようにしま
した。

＊長時間触れなければ力が衰えや
すい教科なので、毎日勉強すること
が大切です。
＊問題集も良いですが、学校や東進
の教材を全て無駄にせず使うべきで
す。

理Ⅰ

（65）

＊学校の授業以外は何もしていま
せんでした。

*東大特進の宮崎尊先生の
授業を受講していました。
（直前期まで）

＊『DataBase5500合格英単
語・熟語』（桐原書店）を使
用していました。

＊『CuttingEdge3』（EMILE
出版）のCDを用いてリスニ
ングの練習をしました。

*センターの過去問数年分
と、学校で配付された予想
問題を解きました。

＊東進の過去問演習講座を利用しま
した。
＊『東大前期試験リスニング対策実
戦問題集』（東大特進）を使用しまし
た。

＊東大独特の形式にいち早く慣れ、
短時間でなるべく多くの英文を処理
できるようになることに重点を置きま
した。

理Ⅱ
62

（70）

＊『鉄緑会東大英単語熟語　鉄壁』
（角川学芸出版）や『システム英単
語』（駿台文庫）を利用して夏までに
英単語を完璧にしました。
＊『東大の英語２５ヵ年』（教学社）
の昔の長文を利用して長文読解を
しました。
＊『スクランブル英文法・語法』（旺
文社）で熟語やアクセントを確認しま
した。

＊センターの過去問や東進
のセンター試験本番レベル
模試の過去問をやりまし
た。

＊再び『スクランブル英文
法・語法』（旺文社）で熟語
やアクセントを確認しまし
た。

＊直近3年分の過去問と東大本番レ
ベル模試3年分を時間配分に注意し
て解きました。

＊東大英語の一番の良問は過去問
です。使いどころを誤らないようにし
ましょう。
＊文法は早めに仕上げましょう。

＊『英語長文問題精講』（旺文社）の精読をし、問題を解いて内容を頭に入れた上で速読し

ました。 

＊文法の問題集の数をこなしました。 

＊『東大英単語熟語鉄壁』（角川学芸出版）を出来るだけ毎日、少しずつ目を通しました。

夏休みが終わる頃には、8割以上覚えていました。 

＊『東大英語の総合的研究』（旺文社）を1日2，
3問ずつ解いていました。 

＊『東大の英語２５ヵ年』（教学社）・『実戦模試演

習』（駿台文庫）・『入試攻略問題集 東京大学英語

2016』（河合出版）で演習を重ねました。 
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理Ⅱ
85

＊『鉄緑会東大英単語熟語　鉄壁』
（角川学芸出版）を直前まで使い続
けました。イラストや例文が多く、カ
テゴリーごとに分かれているので使
いやすいです。 ＊『減点されない英作文』

（学習研究社）は誤文例と
解説、汎用性の高い例文が
ためになりました。

＊発音とアクセントを確認し
ました。

＊過去問を解きました。 ＊単語は早くからコツコツやって、語
彙を増やしておきましょう。

理Ⅱ
76

（65）

＊英語に毎日触れ続けていれば、自
然に英語を早く読めるようになると思
います。
＊過去問を通じて問題に慣れること
も大切です。

理Ⅲ

（65）

＊センター対策はしません
でした。

＊英作文とリスニングに集中的に取
り組みました。3日に1回ほど120分
セットで解きました。

＊英語は伸びるまでに時間がかかる
ので、出来るだけ早く仕上げてしまい
ましょう。

理Ⅲ
90

（85）

＊塾で要約、英作文、リスニングを
中心に演習をしていました。
＊単語はよく勉強していました。

＊東大の過去問を始め、東
大模試の過去問で演習をし
ていました。各大問で10分
ずつ解きました。

＊文法を確認し直しました。
＊どの問題で得点すべきか
意識しながら演習すること
で点が伸びました。

＊東大型の演習をしまし
た。

＊とにかく東大型の演習を
しました。

＊『キムタツの東大英語リス
ニング』（アルク）を用いて聞
こえるまでやり直しました。

＊『英作文の点数が面白いほどとれ
る本』を解き、知っている表現を用
い、論理がとばないよう気を付けまし
た。
＊リスニングも毎日2時間ほどやりま
した。

＊リスニングや英作文で安定して取
れるようになれば、点数は伸びると思
います。

理Ⅲ

（87）

＊『システム英単語』（駿台文庫）と
『英単語ターゲット1000』（旺文社）を
使い、単語と熟語を覚えました。

＊前述した2冊の復習をしま
した。

＊『頻出英熟語問題1000』
（桐原書店）を1周しました。

＊センター対策として
『UPGRADE英文法・語法問
題』（数研出版）を繰り返し
解きました。

＊単語帳・熟語帳・文法の
参考書の復習をしました。

＊『鉄緑会東大英単語熟語　鉄壁』
（角川学芸出版）で語彙を強化し、
『東大の英語25ヵ年』（教学社）で読
解力を維持すると同時に、要約の復
習をしました。

＊高2の終わりまでに多くの英文に触
れて基本的な読解力をつけておき、
その上で語彙力をつければかなり英
語が得意になると思います。

帰国子女・英検1級
（高1）・TOEFL-
iBT91点（高2）

理Ⅲ
95

（95）

＊『ニュース英語のリスニング（初
級）』（DHC）が速いリスニング練習
を始めるのに最適です。

＊『ニュース英語のリスニン
グ（初級）』（DHC）を用いま
した。

＊過去問をひたすら解きました。 ＊リスニングはとても大事です。
＊毎日触れることが大切です。

理Ⅲ
77

（75）

＊過去問を本番と同じ時間
帯に集中して解きました。
「過去問演習講座」を利用
し、自分の弱点を添削によ
り明らかにし、すぐに穴埋め
をしました。

*センターの過去問を20年
分、出来るだけ早く解きまし
た。

＊直近の過去問を繰り返し解くと共
に、数日に一度東大本番レベル模試
の過去問を解き、新しい問題にもうろ
たえず素早く解く練習をしました。

＊最終的に到達すべき点、目標を定
め必要十分量の勉強時間を確保しま
しょう。

理Ⅲ
93

（98）
＊過去問は12月頃から始
めました。

＊『鉄緑会東大英語リスニング』（角
川・中経出版）を聞きました。

＊英語の学習は簡単な語彙と例文
暗記による基礎があって初めて可能
になると思います。
＊英語は触れていないとすぐに力が
落ちてしまうので、必ず毎日読み・聞
きましょう。

＊東大の古い過去問で構成されたテキストを使

いました。 

＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸出版）で単語数を増やし、『長文問

題精講』（旺文社）と学校のテキストを使い長文を読み、『キムタツの東大英語リ

スニング』（アルク）で英語を聞くということを毎日繰り返していました。毎日少しず

つを継続すべきです。単語は分からなかったものをリストアップして持ち歩いてい

ました。

＊英作文の添削を学校の先生にし
てもらいました。並び替えや英文補
充の問題は東京外大に似た問題が
あるのでそれを解いていました。 

＊過去問を解いて時間配分を決定して
いました。＊直前にも単語・長文・リス
ニングは毎日やっていました。

＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸出版）や

『Vintage』(教育出版社）の復習をしました。 

＊赤本を使って過去問を解き始めました。

要約から始めました。 

＊英文にできるだけ毎日触れました。『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸出版）を用い

ました。 

＊『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸出版）で足りない英単語

の知識を補完し、『実戦問題集』（鉄緑出版）や『25ヵ年』（教学社）で演習

を積みました。（10月頃まで） 

＊『CNN English Express』(朝日出版社）を聞きました。リスニン

グは寝る前に30分毎日欠かさずやりました。 

＊『キムタツの東大英語リスニング』（アルク）を聞きました。 
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理Ⅰ
74

（50）

＊『１対１対応の演習』
（東京出版）

＊『理系数学の良問プラチ
カ 数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ』（河合
出版）

理Ⅱ
90

（80）

＊センター数学のスピード
に慣れるため、過去問を
片っ端から解いていきまし
た。

＊過去問を解きました。東大本番レベ
ル模試の過去問、今まで解いた問題
の解き直しもしました。

理Ⅰ
79

（75）

＊高2の間は学校の定期
試験対策に加え、
『FocusGold』(啓林館)の
ⅠA・ⅡBを解き、間違え
た問題は反復していまし
た。
＊高3春から東大特進に
通い始め、出来なかった
問題を復習しました。

＊東大の過去問1周目を始
めました。「過去問演習講
座」の解説を見て、解けな
かった問題はノートにまと
めました。

＊東大特進で出来なかっ
た問題を復習しました。
＊東大の過去問10年分を1
周し終えました。

＊東大の過去問2周目を解
きました。二度間違えた問
題はしっかりとポイントを押
さえ、次は解けるようにしま
した。

＊センターの過去問や問題
集を10回分解き、センター
ならではの時間の感覚をつ
かみました。

＊『東大の理系数学25ヵ年』（教学社）
で10年以上前のものを数年分解きまし
た。
＊東大本番レベル模試の過去問を3回
分解きました。
＊今までに間違えた問題のポイントを
まとめたノートに目を通し、解法の最終
確認をしました。

＊夏を過ぎると理科が忙しくなり数
学に時間をかけづらくなるので、ボ
リュームのある問題集は春のうちに
やっておきましょう。
＊触れないと勘が鈍るので少しずつ
でも解きましょう。
＊解けなかった問題は解法のポイン
トを自分なりにまとめ、模試前などに
定期的に見返しましょう。

理Ⅰ

（75）

＊『入試問題集　数学』（数
研出版）のⅠAⅡB・Ⅲから
苦手分野やつまづきそうな
問題を選んで解きました。

＊『東大の数学25ヵ年』（教
学社）のレベルABの問題を
解きました。
＊『オリジナル数学演習Ⅰ
AⅡB』(数研出版）・『オリジ
ナルスタンダード数学演習
Ⅲ』（数研出版）を再び1周
しました。

＊『東大の数学25ヵ年』（教学社）と『東
大数学で１点でも多く取る方法』（東京
出版）の異なる解法・書き方を比べな
がら、まだ解いていない問題を中心に
解きました。

＊数学ⅠAⅡBは夏休み前までに標
準レベルの問題を解けるようにし、
夏休み～秋には過去問演習をして
おきたいです。
＊数学Ⅲも夏休み終わりまでには
標準問題を解けるようにしましょう。
＊過去問と似た考え方をする問題
が出題されることもあるため、過去
問は『25ヵ年』掲載分を少なくとも1周
すると良いと思います。

理Ⅰ
72

（65）

＊センターボケを直し、数学に毎日触
れるため『入試問題集　数学』（数研出
版）のⅠAⅡB・Ⅲに取り組みました。

＊学校の課題が大切です。基礎レ
ベルの演習を積み、実力をつけた上
で過去問に取り組みましょう。

理Ⅰ
65

（65）

＊学校の授業で扱う問題
の予習・復習がほとんど
でした。

＊『新数学演習』（東京出
版）の問題をほぼ毎日２～
４問ずつ解いていました。

＊学校の予習・復習に加え
て、『新数学演習』を解いて
いました。

＊学校で配付された数学
Ⅲの問題集を用いて演習
を行いました。

＊「過去問演習講座」や『東大理系数
学25ヵ年』（教学社）を使って過去問の
演習・復習を徹底しておこないました。

＊どんな形であれ、ほぼ毎日数学に
触れておくべきです。

理Ⅱ
62

（70）

＊『１対１対応の演習』
（東京出版）を仕上げまし
た。基礎的な内容はあら
かじめ固めておきましょ
う。

＊東京理科大・慶應大・早
稲田大理工の過去問を順
に8割以上取れるまで続け
ました。

＊センターの過去問を重点
的に行いつつ、二次対策も
1日に2，3題はこなしておき
ました。

＊センターの過去問を毎日
満点取れるまで行いまし
た。

＊定番の問題の再確認をしました。
＊直近5年分の過去問と東大本番レベ
ル模試の過去問を解きました。

＊問題の取捨選択が重要です。実
戦に早めに慣れましょう。
＊過去問を解く時は時間をちゃんと
計りましょう。

理Ⅱ
40

＊『サクシード数学Ⅲ』（数
研出版）でそれまでに間違
えたところを解き直しまし
た。

＊解法のパターンを頭に入れていき
ましょう。

理Ⅱ
76
(65)

＊『新数学スタンダード演
習』（東京出版）を解い
て、基礎的な問題を確実
に解けるようにしました。

＊『新数学スタンダード演
習』（東京出版）を完成させ
ました。東京大学の過去問
を1年分解いて、自分の進
捗状況を確認しました。

＊もう1段階難しい問題をと
思い、『やさしい理系数学』
（河合出版）を一通り終えま
した。
＊この頃から東大の過去
問をテーマ別に始めました
（直近10年は除く）。

＊この頃には、いわゆる点
取問題をある程度とれるよ
うにしていたので、『新数学
演習』（東京出版）を用い
て、確率・微積分の分野に
絞り、学習していました。
＊東進の過去問演習講座
を用いて実戦的な訓練もし
ました。

＊今までで解けなかった問
題を復習しつつ、『東大数
学で1点でも多く取る方法』
（東京出版）を用いて、解法
の研究や部分点の取り方
を考えていました。
＊冬休み～二次にかけて、
東大特進の志田先生の「東
大数学」を受講しました。

＊センター試験本番レベル
模試等の復習をしながら、
東大の過去問を解いてい
ました。

＊『東大数学で1点でも多く取る方法』
（東京出版）を使って、定石を確認して
いました。計算力が落ちないように、微
積分の問題は最低でも1日1題解いて
いました。

＊早めに基礎を固めて取れる問題
を見極める力とそれを正確に処理す
る力を養うことが必要だと思います。
あまり難しい問題ばかりやるのは得
策ではないと思います。

理系数学

＊『大学への数学』（東京出版）で気に
なった問題をチョイスして解いていまし
た。 

＊『東大の数学25ヵ年』（教学社） 

＊『FocusGold』(啓林館）のⅢを解き、間

違えた問題は反復しました。 

＊『オリジナル数学演習ⅠAⅡB』

(数研出版）・『オリジナルスタン

ダード数学演習Ⅲ』（数研出版）が

学校で使われていたため、１週間

で20問ほど解き、定期試験前には

総復習しました。 

＊センター模試を受験したり予想問
題を解くことで、時間配分の失敗をし
ないように練習しました。 

＊学校で東大などの過去問をまとめたプリントが与えられ、それを解いていました。 

＊『東大の理系数学25ヵ年』（教

学社）をAから難易度順に解き

ました。直近3年分はやらずに

取っておきました。 

＊『サクシード数学』（数研出版） 

学校の授業進度に合わせて進め

ました。 

＊東大・東工大・早稲田・慶應などの過去問で構成さ
れたテキストを進めました。 

＊過去問演習講座を少しずつ進めました。直前期に10年分終わりました。苦手だっ

たのでほぼ全ての解説授業を受講しました。 
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理系数学

＊『大学への数学』（東京出版）で気に

理Ⅲ
(85) ＊センター対策はしません

でした（東大受験者ならば
他のことをした方が賢明だ
と思います。）

＊基本的な解法を組み合わせること
で、ほとんどの問題は解けるように
なります。基本ができていないうちか
ら、応用問題ばかりを解くということ
はやめたほうが良いと思います。

＊数学オリン
ピックで予選通
過しました（本
選で落ちまし
た）。

理Ⅲ
90
(80)

＊基本的な実力をつける
ため、青チャートで演習を
していました。

＊ひたすら演習をしました。
『新数学演習』（東京出
版）、『大学への数学』（東
京出版）などを使用しまし
た。

＊『東大への理系数学25ヵ
年』（教学社）をやりました。
まとまった時間が取れる夏
休みに、自信のある人は取
り組むと良いと思います。

＊センターの勉強はほとん
どしていません。二次の過
去問の解き直しを行いまし
た。時間内で得点を最大化
するために、時間を意識し
て演習をしました。

＊二次の過去問の解き直しを行いまし
た。『大学への数学』（東京出版）の学
力コンテストや大数模試といったコー
ナーで演習をしていました。

＊1問1問しっかりと自分で考えてい
くことが大事です！直前期になった
ら、目標点を明確に意識し、捨てると
いう勇気を持つことも、満点を狙う人
でなければ考えるべき作戦の１つだ
と思います。

理Ⅲ
(87)

＊『１対１対応の演習』
（東京出版）の微積分の
範囲を進めつつ、ⅠAⅡB
の範囲を復習しました。

＊『新課程チャート式　基礎
からの数学』（数研出版）を
ざっと全範囲復習し、「～5
月」の欄に書いた「1対1」を
終わらせました。

＊『やさしい理系数学』（河
合出版）を1周しました。

＊東大の過去問を週に1回
解きました。
＊分野別対策として『解法
の探求・確率』（東京出版）
『解法の探求・微積分』（東
京出版）また、『入試数学の
掌握　総論編』（エール出版
社）を解きました。

＊過去問を解いて『東大数学で1点で
も多く取る方法』（東京出版）を読みま
した。その後は『東京大学への数学』
（駿台文庫）『入試攻略問題集　東京大
学数学』（河合出版）を使って、演習を
積みました。

＊基礎を固めて、標準的な問題を確
実に取れるようにすることが、数学
がそれほど得意ではない人にとって
は1番の近道だと思います。

理Ⅲ
100
(95)

＊一通りテーマの確認を
しました。

＊『センター試験過去問研
究　数学』（教学社）を少し
やり、形式に慣れておきま
した。

＊『東大の理系数学25ヵ年』（教学社）
をやりました。

＊早いうち（できれば高2中）に一通
終えることが重要だと思います。

理Ⅲ
81
(95)

＊センターの過去問を5年
分のみ解きました。二次型
の問題は1回に少なくとも1
問、通常は3問解きました。

＊6問150分のテストを解きまくり、セン
ター近くに低下した勘のようなものをも
とに戻しました。

＊解いた問題は全てカテゴリー別に
頭にインプットし、解法を複数思いつ
けるまで特訓しました。

理Ⅲ
100
(103)

＊過去問は11月ごろから始
めました。

＊数学はどうしても波があるので、
数学に頼りっきりにならないような皮
算用をしましょう。ミスを無くすように
日頃から意識をしておけばミスは減
らしていけるので、つねにミスには気
を付けましょう。

＊『Focus Gold』（啓林館）の数Ⅲを進めると同時に、

ⅠAⅡBの復習をしました。 

＊過去問を解き始めました。過去
問は1年分ずつ、時間を計って解
きました。『鉄緑会東大数学問題
集』（角川学芸出版）を使いました。 

＊東大模試の過去問（河合・駿台・

代ゼミ）を150分かけてこなしました。 

＊『ハイレベル理系数学』（河合出
版）を気が向いたときに解きました。 

＊実力が下がらないよう、毎週６問セットを解きました。 

＊学校の先生のオリジナルテキストの問題を解きこみ、
全ての問題を解けるようにしました。他塾で１週間に一度、
6問150分のテストを受けました。これは秋に学校の授業
が無くなるまで継続しました。 

＊学校の授業がなくなると、ほぼ1日

に1回、6問150分のテストを自分で行

いました。 

＊スピードを養えるように演習は量をこなしていました。
『大学への数学』『1対1対応の演習』（ともに東京出版）など
を使っていました。 

＊過去問を1セット/週のペースで解きました。友達と答案を

見せ合ってお互いに採点し、論理の穴を見つけられるように

なればもう心配することはないと思います。 
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文Ⅰ
32

(35)

＊『新・スタンダード演習』
(東京出版)・過去問10年分
を解きました。

＊『東大の数学25ヵ年』
（教学社）を解きました。

＊東大模試過去問・東大入試実戦
演習・東大本番レベル模試過去問を
解きました。

文Ⅰ
(80)

＊基本的に塾の教材を解
いてその復習を行っていま
した。東大の過去問が中心
でした。

＊東大特進の教材が家に
届いたらそれを消化してい
ました。

＊簡単な計算問題を解いて
いました。

＊様々な解説が載っている参考書を
読んで確認していました。
＊東進の過去の東大模試を解きまし
た。これが非常に役に立ちました。

＊高2の段階で数学は合格可能な域
に達していて、分からないところだけ
を復習していれば十分でした。

文Ⅱ
(30)

＊解法暗記が高2終了時に
終わっていたので『文系数
学の良問プラチカ数学1・A・
2・B』(河合出版)をやりまし
た。

『東大の数学25ヵ年』
(教学社)のAB問題を1
日に1・2題解いた。

＊夏休み前と同様です。 ＊夏の模試がイマイチの
出来だったため、ウェイト
を上げました。

＊直近の過去問セットを2周しまし
た。

＊程々にやりましょう。
＊苦手な方です。

文Ⅲ
(40)

＊いろいろなことがあやふ
やだったので、春ごろまで
にすでに1、2周してあった
青チャートをもう１回まわし
ました(別売りの専用ノート
を使いました)。
＊『１対１対応の演習』(東
京出版)を買い、問題をコ
ピーして1問ごとにノートに
それぞれ1ページ使って貼
り、解き始めました。

＊『一対一対応の演
習』を進め、数ⅡBをだ
いたい１周させまし
た。塾の教材を用いて
難しめの問題にも取り
組みました。

＊『１対１対応の演習』を完
全に一周させました。もう１
回同じようにノートを作り、2
周目にも少しずつ突入しま
した。
＊塾の教材はこのころは難
しすぎたので、あまり重きを
置きませんでした。

＊『１対１対応の演習』を
ぼちぼちやりました。
＊塾でテスト形式の演習
が始まったので、それを活
用してよくわかっていな
かった対称式や逆像法の
マスターを試みました。
＊センター過去問がボロ
ボロで焦りました。

＊『１対１対応の演習』を少
しずつやりながら、テスト形
式の演習で取り扱った問題
をすべてもう一度解きまし
た。
＊だいたい１日１年分セン
ターの過去問やセンターに
似せた各予備校のパックを
解きました。

＊とにかくセンターの勉強
をしました。時間に間に合
わせることが至上命題でし
た。
＊アナログ時計をセンター
数学の始まる時刻に合わ
せて演習を行い、針の位置
で時間を覚えるようにしまし
た。
＊データの分析がネック
だったので、よく見直しまし
た。

＊『１対１対応の演習』はすでにおお
よそ2周してあったので、重要そうな
分野(軌跡や確率、漸化式など)のみ
もう一度軽くさらいました。テストゼミ
はもう一周しました。
＊『東大数学で1点でも多くとる方法』
(東京出版)と『東大の数学25ヵ年』
(教学社)を用いて年度毎、分野毎に
過去問演習を10年分弱ほど行いまし
た。演習の時計は本番に合わせまし
た。

文Ⅰ
64

(60)

＊『1対1対応の演習』（東京
出版）・・・とりあえず1周し、
定石を確認しました。
＊『新数学スタンダード演
習』（東京出版）・・・『1対1対
応の演習』のあと、実戦的
な演習を積むために使いま
した。

＊『新スタンダード演
習』（東京出版）・・・夏
休みまでに１周目を終
わらせました。
＊『鉄緑会　東大数学
問題集』（角川学芸出
版）・・・夏休み前に1.2
年分解いてみました。

＊『1対1対応の演習』（東京
出版）・・・1周目に間違えた
問題を解き直しました。
＊『鉄緑会　東大数学問題
集』（角川学芸出版）・・・夏
休み中に10年分を終わらせ
ました。

＊『東大の文系数学25ヵ
年』（教学社）・・・11月中に
は1周しました。
＊『新スタンダード演習』
（東京出版）・・・1周目に間
違えた問題を解き直しまし
た。

＊『東大の文系数学25ヵ年』
（教学社）・・・二次の勘を鈍
らせないために、3日に1度、
3～4問解いていました（2周
目として）。

＊過去問を解いていまし
た。

＊『東大の文系数学25ヵ年』（教学
社）・・・解けなかった問題を繰り返し
解いていました。
＊東進の過去の東大本番レベル模
試の問題を実戦用に解いていまし
た。

＊夏までに定石を身に付けるととて
も楽です。あとは本番まで勘を鈍ら
せないように。4問100分で解く練習を
定期的にすると良いと思います。

文Ⅰ
41

(40)

＊『文系数学の良問プラチ
カ数学Ⅰ・A・Ⅱ・B』（河合出
版）を1日3問ずつやりまし
た。1分野終わるごとに復習
をしました。

＊『東大数学で1点でも多
く取る方法　文系編』（東京
出版）を1日1～2題ずつ解
きました。

＊東大模試の過去問などで2日で1
年分演習。必ず数学に毎日触れるこ
とを心がけました。

＊とにかく毎日数学に触れるのが大
切だと思います。

文Ⅰ
59

(60)

＊多くの問題を解くことに
走りましたが、学習効果は
薄かったと思います。

＊センター過去問は2,3年
分やりました。

＊東大の過去問は10年分を徹底研
究しました。

＊どの教科でもいえることですが、他
教科との兼ね合いを考えましょう。分
からない問題を長時間考え続けるこ
とは、数学の強化に大いに資すると
思いますが、僕はそれに時間を取り
過ぎました。数学一強構想は不安定
である場合が多く、また直前期のメン
タル的にも自分をいじめることになる
と思います。ただ、数学をしっかりや
ることで、その能力が他の教科でも
有効に働くようになることはあると思
います。

文系数学

センター演習を行いました。

(ⅠAは10年、ⅡBは20年)

1Aは特に時間不足にはならなかったため10年や

り、2Bは時間がいつも足りなかったため20年やっ

た。1Aは過去問と形式が違うので注意してくださ

い。

＊塾の教材で解法暗記を行いました。 
＊センター対策のみ。ⅡＢが苦手だった

ので1日1年分ずつ解きました。東大数学

には触れていません。 

＊『大学入試センター試験実戦問題集

Ⅰ･A/Ⅱ・B』（駿台文庫）・・・センター対策

として解きました。 

＊東進の『東大対策数学ⅠＡⅡＢ～中級

から上級そして超上級へ～』を１学期と夏

期のテキストを中心にくり返しやりました。 
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科類 ～5月 夏休み前 夏休み 9～12月 冬休み センター前 前期二次試験前 学習重点ポイント 特記事項

文系数学

文Ⅰ
49

(50)

＊『文系の数学ー実戦力向
上編ー』（河合出版）・・・例
題を1日5題行いました。

＊『東大の文系数学
25ヵ年』（教学社）・・・1
日平均2題ほど解きま
した。
＊『東大数学で1点で
も多く取る方法　文系
編』（東京出版）・・・1
日1題を目安に解きま
した。

＊センター型の問題集・・・1
日につきⅠ･A,Ⅱ・Bを1セッ
トずつ解きました。

＊冠模試などの東大型の問題の過
去問を解きました。

＊数学が苦手な人は、多くの問題集
をこなしたりするよりも、数冊に絞っ
てその参考書を何周もする方が良い
と思います。

文Ⅰ
70

＊『大学への数学』（東京出
版）を購読し、ややハイレベ
ルな問題にも取り組むこと
で、思考力と選球眼を同時
に養いました。

＊夏の模試に向けて模試
過去問を時間を測って解く
実戦的訓練を複数回行い
ました。

＊『上級問題精講』（旺文
社）を用いて問題のイン
プットを行いつづけまし
た。

＊『東大数学で1点でも多く取る方法
文系編』（東京出版）を用いて徹底的
に過去問を研究しました。この時、自
分で狙われそうなパターンをいくつか
想定しておいたことで、二次試験にも
安心して臨むことができました。

＊東大の文系数学は、過去問と同じ
ような問題がかなりの頻度で出題さ
れるので、まず第一に優先すべきは
過去問研究です。また、例年１問は
極端に方針を立てることが容易な問
題が出るので、そうした問題を確実
に取れるだけの計算力をつけましょ
う。オススメの題材は時間短縮版の
センター試験数学過去問です。

文Ⅰ
80

(68)

＊『大学への数学 新数学
演習』（東京出版）・・・気が
向いたときに解き進めると
いう感じで、問題演習を
行っていました。

＊特に何もしていませ
ん。

＊『東大の文系数学25ヵ
年』（教学社）・・・8月末か
ら、時間を計って過去問を
解き進めました。

＊『東大の文系数学25ヵ
年』（教学社）・・・9月ごろ
までに過去問のうちこの本
にあるものは全てやりまし
た。
＊『大学への数学　新数
学演習』（東京出版）・・・気
が向いたときに難易度の
高いものを選び解いてい
ました。

＊ネット上で古い過去問を探し、解
いていました。

＊コンスタントに数学の問題を解くこ
とが重要だと思います。数学をしな
かった時期には、力が著しく落ちまし
た。

＊数学甲子園
に参加しまし

た。

文Ⅰ
68

＊『1対1対応の演習』（東京
出版）を解いていました。

＊『1対1対応の演習』
（東京出版）の復習を
していました。
＊『文系数学の良問プ
ラチカ数学Ⅰ・A・Ⅱ・
B』（河合出版）を解き
始めました。

＊『文系数学の良問プラチ
カ数学Ⅰ・A・Ⅱ・B』（河合出
版）を解いていました。

＊東大の過去問を解き始
めました。（過去問演習講
座にて添削を受けまし
た。）この時期に『東大の
文系数学25ヵ年』（教学
社）の問題をほとんど消化
しました。

＊東大でよくでる分野に的
を絞って過去問の復習をし
つつ、『鉄緑会東大数学問
題集』（角川学芸出版）で30
年分の過去問を解きまし
た。

＊東大対策はやめて、セン
ター対策のみ行った結果、
数学ができなくなりました。

＊センターⅡBの失敗の原因を追究
したところ、基本の抜けに問題があ
ることに気付き、『チャート式基礎か
らの数学（青チャート）』（数研出版）
にまで戻り、高3で解いた問題集を総
復習したところ、数学が安定しまし
た。

文Ⅱ
52

(40)

＊学校行事が忙しく、『1対1
対応の演習』（東京出版）を
2・3周して基礎的解法の習
得を図りました。

＊週1回過去問演習を
行い、その復習をしま
した。

＊過去問で間違えた所を解き直しま
した。

＊多くの問題にあたることも大切で
すが、1つの問題をきっちり解けるこ
ともそれ以上に大切だと思います。
センター数学は苦手な人はとことん
苦手なので早めにやっておくといいと
思います。

文Ⅱ
51

(50)

＊東大模試の過去問を数
セット解きましたが、それ以
外は特に何もしませんでし
た。

＊この時期も学校の授業
に取り組む以外は特に何
もしませんでした。

＊数学力が落ちないよう
に、東大模試の過去問や、
赤本の問題を定期的に解き
ました。

＊センター数学対策として
『センター試験過去問研究
数学I・A/II・B』（教学社）の
問題をたくさん解きました。
しかし古い時代のものにも
手を出したのはあまりよくな
かったなと思います。

＊東大模試の過去問、そして『東大
数学で1点でも多く取る方法　文系
編』（東京出版）を利用し、実戦的な
答案の書き方をマスターしようとしま
した。

＊数学が得意だと有利ですが、出来
のムラが大きい科目でもあります。
数学に時間を割きすぎるのはリスク
が高いです。全体とのバランスを考
えましょう。

文Ⅱ
65

(60)

＊『大学への数学』（東京出
版）を一通り解きました。

＊過去問を解いていまし
た。

＊『大学への数学』（東京
出版）を、苦手な分野だけ
解きました。

＊『東大の文系数学25ヵ年』（教学
社）を、苦手分野を解きました。

＊1日1題解くことが大切です。怠れ
ば怠るほど勘が鈍くなったり、大丈夫
だと思っていても突然スランプに落ち
たりします。苦手な分野は解法のパ
ターンを覚えた方が良いです。

＊『東大の文系数学25ヵ年』（教学社）・・・

1日に平均2題ほど解きました。 

＊『東大数学で1点でも多く取る方法 文

系編』（東京出版）・・・1日に2題ときました。 

＊twitterやネット上で過去問やその他良
問を探し、解いていました。 
＊『大学への数学 新数学演習』（東京出
版）・・・気が向いたときに難易度の高いも
のを選び解いていました。 

＊過去問演習とその復習を行いました。 
＊『センター試験過去問研究 数学I・A/II・B』（教
学社）、センター模試の過去問を購入し、ひたす
らこなしました。 

＊学校の数学の授業がハイレベルだったので、
東大数学対策はこの時期は何もしていません
でした。 

＊『スタンダード数学演習1・2・A・B受験編』（数研出

版） 
＊過去問を解いていました。 
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科類 ～5月 夏休み前 夏休み 9～12月 冬休み センター前 前期二次試験前 学習重点ポイント 特記事項

文系数学

文Ⅱ
45

(30)

＊4題100分で過去問を解き
始めました。

＊センター試験対策に一本
化。時間設定を短めにし、
本番を想定した演習を行い
ました。

＊3日に1年分くらいのペースで過去
問を解きつつ、学校で他大の過去問
等を解きました。

＊とにかく基礎を固めること。ひらめ
きや根気で解くだけでは本番で痛い
目に合います（実際に私がそうでし
た）。

文Ⅲ
46

(40)

＊青チャートで総復習をし
ました。

＊過去問を1回解き、
傾向をつかみました。

＊センターの過去問を2日毎
に1年分解き始めました。二
次の過去問は解いていませ
んでした。

＊傾向が変わる前までの
本試を解き終わったので、
追試の問題を時間内に解く
練習をしました。

＊『東大の文系数学25ヵ年』（教学
社）Ａ・Ｂレベルの問題を頻出分野に
限りくり返し解き、パターンをつかみ
ました。

＊学校の授業で東大・京大・一橋の過去問を扱っ
ていたので、その予習・復習のみを行いました。 

＊『東大の文系数学25ヵ年』（教学社）のＡ・Ｂ

レベルの問題を1日に2題ずつ解き始めました。 
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理Ⅰ
49

（40）

理Ⅱ
41

＊古文の単語集を少しずつ読
み始めました。

＊過去問をひたすら解きました。

理Ⅰ
58

(50)
＊過去問演習講座で過去問を
解き解説を見て、解答を一から
自分で作れるように復習しまし
た。

＊センターの過去問を5年分や
りました。
＊センター漢文解法マニュアル
（ブックマン社）を2周解きまし
た。

＊林修先生の授業で扱った問題と解
答に一通り目を通しました。
＊東大本番レベル模試の過去問を２
回分解きました。

＊現代文は林修先生の授業の復習で
十分です。
＊古漢も東大の古漢はあまり細かい知
識は要らず読めればいいので、学校の
試験対策などをこなしておくようにしま
しょう。

理Ⅰ
(35)

＊『漢文学習必携』（京都書
房）・・・句形の確認や、意味の
多い漢字などの確認の為に一
年を通して使いました。

＊東大特進の授業とその復習
の他は、国語に触れませんでし
た。

＊古文・漢文については夏休み
前まで同様のことを続けまし
た。現代文は東大特進の授業
を受けるほかには特に何もしま
せんでした。

＊古文・漢文は、7年分の過去問を
解きました。
＊現代文は2000年以降の過去問を
解き直し、東大特進で配られた解答
を参考に復習しました。

＊現代文は東大特進の授業を活用し、
計画的にセンターや二次試験の過去
問を解けば問題ないと思います。
＊古文は単語と文法、漢文は基本的な
字の意味・読みと句形を早いうちに固
めましょう。学校で扱う古文・漢文を勉
強に利用しました。

理Ⅰ
43

(20)

古文・漢文は現代文に比べ得点が安
定し、高得点も期待できる科目。古典
文法・古文単語・漢文の句形をマス
ターすることが大切。

理Ⅰ
40

(45)

＊東進衛星予備校で現代文の
授業を受講しました。古文・漢
文は何もしていません。

＊東大特進の林先生の現代文
の授業を受講し始めました。

＊特に何もしていません。 ＊東大特進の現代文を受講し
た以外は特に何もしていませ
ん。

＊東大特進で現代文・古典の
授業を取りました。
＊センター過去問の演習に着
手しました。

＊センター過去問数年分を解き
ました。

＊東進の過去問演習講座を活用し
ました。
＊合わせて、現代文はそれまでの東
大特進の授業のプリントを用いて過
去問の復習をしました。

＊古文の文法、漢文の句法は早いうち
にマスターしておくと、他の科目により
多くの時間をかけることができて、良い
と思います（単語は直前でもいい）。

理Ⅱ
42

(40)

＊『きめる！センター漢文』（学
研教育出版）を用い、漢文の基
本表現は完璧にしておきまし
た。

＊『漢文道場　入門から実戦ま
で』（Ｚ会出版）をやりました。

＊『鉄緑会東大古典問題集』
（角川学芸出版）で過去問演習
を行いました。

＊170点以上、評論満点を目標
にセンターの過去問演習を行い
ました。

＊古文単語を再確認しました。
＊漢文の典型的な漢字の意味
を確認しました。
＊二次にもつながることを行い
ました。

＊直近3年分の過去問と東進東大本
番レベル模試の過去問を解きまし
た。

＊現代文は林修先生の授業をアクティ
ブに受けていれば問題ないでしょう。
＊東大の古典は他大に比べれば難問
ということはないので得点源にしましょ
う。

理Ⅱ
46

＊林修先生の授業を聞いて、理解しき
ることが大切だと思います。

理系国語

＊林修先生の授業 

＊センター国語の過去問を92年のものからす

べて。 

＊林修先生の授業 ＊センター国語の過去問を、25年分解きました。 

＊～高2・・・学校の定期試験対策 

＊高3春～・・・林修先生の東大現代文に通い、点が取れなかった問

題は解答作成プロセスを再度たどり確認するようにしました。 

＊『読んで見て覚える重要古文単語315』

（桐原書店）・・・夏休みまでに大体終え、9

月以降は確認のために使いました。 

＊センター試験の過去問を20回分ほど解きま

した。 

＊学校で与えられていた課題（出典不明）を中心に
やっていたため、特に問題集は使いませんでした。 

＊古文の単語は優先度が低いと思われがちで
すが夏の模試までには一通り覚えておきましょう。 

＊現代文は東大特進の授業のみ。 

＊古文単語集 

何種類か持っていたので順番に全てやりました。 
＊現代文は林修先生の東大特進の授業の他
には特に取り組んでいません。 

＊漢文の用語集 

『完成古文単語321-イメージで覚える-』(尚文出版)この時期から
受験直前まで、時間があれば見るようにしていました。 

11 ページ



東進東大特進コース【東大合格への受験勉強の進め方-参考書・問題集活用編-】 2016.5版

科類 ～5月 夏休み前 夏休み 9～12月 冬休み センター前 前期二次試験前 学習重点ポイント

理系国語

理Ⅱ
34

(35)

＊夏期集中講座で集中的に現
代文を学習しました。そのこと
によって、全科目内での現代文
の位置づけがうまくできてよ
かったです。

＊理科で忙しかったため、ほと
んど何もしていませんでした。

＊過去問を使った演習をしました。 ＊国語で点数を安定させるには、古典
を固めるのが一番だったと思います。
現代文をあきらめて、古典に本気を出
すのも戦略の一つです。

理Ⅲ
(65)

＊センターの過去問を解き始め
ました。

＊古文単語や漢文の句法を覚
えました。

＊現代文は林修先生に任せておけば
大丈夫だと思います。

理Ⅲ
31

(40)

＊『漢文　句形とキーワード』（Ｚ
会出版）や『実戦トレーニング
古文単語』（中央図書）などを用
いてセンター向けに古文単語や
漢文の句法などを覚えました。
＊センターの過去問を解きまし
た。

＊『鉄緑会　東大古典問題集』（角川
学芸出版）を使って古文は過去問演
習を10年分やりました。

＊現代文は全体を通じて東大特進の
林修先生の授業以外には何もしていま
せん。

理Ⅲ
(41)

＊『センター試験必勝マニュア
ル 古文』『センター試験必勝マ
ニュアル　漢文』（東京出版）を
使って、文法知識をつけまし
た。

＊「冬休み」の欄に書いた参考
書の復習をしながら、センター
の過去問を15年分程解いた。

＊林修先生のテキストの復習をし
て、直前集中講座を受講しました。古
典の過去問を2年分解きました。

＊他科目との兼ね合いに注意しながら
できる範囲で学習を進めておくといいと
思います。特に古漢の文法・単語など
は計画的に覚えておくべきです。

理Ⅲ
47

(50)

＊『センター試験過去問研究
国語』（教学社）・・・センター国
語はやる分だけ上がるので、過
去問は全てやりました。

＊林修先生の授業の復習を行いまし
た。

＊林修先生が至上です。

理Ⅲ
51

(35)

＊5月に学校で行われた全国
統一テストに向け、持っていた
古文単語帳を丸暗記しました。

＊古文を覚え直し、漢文の句形
を最低限覚えました。現代文は
センター型の問題を10年分程
解きました。

＊二次型の古文・漢文を約1日に1回
解き、随時不足していた単語を記憶
しました。

＊最短時間で効率よく点を上げる方法
を頭で考えることが重要です。

理Ⅲ
48

(52)

＊『鉄緑会　東大古典問題集』（角川
学芸出版）を使いました。

＊古文単語・漢文の句形をしっかりとマ
スターすれば、ある程度の点数は必ず
ついてきます。現代文は設問の要求と
問題のタイプに合わせてしっかり答えら
れるようになれば伸びます。

＊『実戦トレーニング古文単語』（中央図書）と『やさ
しく詳しい古典文法』（尚文出版）で古文の基礎を固
めました。漢文は学校で与えられた教材をこなす程
度でした。現代文は林修先生の授業以外には特に
何もしていません。 

＊現代文に関しては、センターの過去問を
使ってリハビリをし、古典は単語・文法を確
認しながらセンターの過去問を解きました。 

＊林修先生の授業を１年間受講しました。現代文
はこれだけです。 

＊林修先生の授業とその復習以外特に何もやっていません。 

＊林修先生のテキストの予習をしました。 

＊『マドンナ古文単語230 パワーアップ版』（学研

マーケティング）を使って単語を覚えました。

＊『実戦トレーニング 古文単語』（中央図書）
を使って古文単語を復習しました。 

＊林修先生の授業を受講していました。これだけ
で十分だと思います。 

＊模試直前に少し単語を覚え直しました。
また、林修先生の授業に出席しました。 

＊『読んで見て覚える重要古文単語 315』

（桐原書店） 

＊『わかる・読める・解ける key&古文単語330』

（いいずな書店） 

＊センターの過去問を1日1～2セット解きま

した。 
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文Ⅰ
(55)

＊基本的に古典ばかりを勉
強していました。現代文を
疎かにしたことが悔やまれ
ます。

＊古典の勉強は主に東大
特進の教材を熟読すること
でした。
＊この時期の現代文の成
績は悪くはありませんでし
た。

＊ひたすら過去問をやって
いました。

＊１月の模試で現代文が壊滅し、
焦って東進の授業の復習および問
題集を買って解いたりしていました。
＊どうにかなったかは分かりません
が、他科目に余裕があったので勉強
する時間が取れました。

＊コツコツやることが大事ですね(経
験談)

文Ⅱ
(60)

＊現代文……何もしません
でした。
＊古典……古文は単語を
『マドンナ古文単語230』(学
研)で声に出して覚えまし
た。漢文は『早覚え速答法』
(学研)で句法を叩き込みま
した。

＊現代文……何もしません
でした。
＊古典……古典は『古文上
達』(Z会)、漢文は『漢文道
場』(Z会)で量をこなしまし
た。終わった問題は10回音
読しました。

＊現代文……林修先生の
夏期集中講座を受講しまし
た。
＊古典……『東大の国語
25ヵ年』や他塾の過去問題
集を利用して、少しずつ過
去問を開始しました。

＊夏模試で古典でしっかり
点が取れていたため、古典
は過去問を継続しました。

＊センター演習をしました
(古典20年分、現代文10年
分)。
＊古典は二次にもつなが
るのでしっかりやりました。

＊センター演習 ＊セットで直近１０年の過去問を解き
ました。
＊古典は『東大の国語25ヵ年』をもう
一周しました。

＊古典でしっかり点を取りましょう。

文Ⅲ

＊古文単語は学校の小テ
ストのみでした。
＊かなり古漢の厳しい学校
だったので、それで学習を
すませていました。おかげ
で文法はあまり困りません
でしたが、一応季節講習な
どで確認していました。
＊現代文は林修先生の授
業を受け、ざっと復習する
だけでした。

＊古漢の過去問を少しずつ
解いていました。

＊林修先生とステキな3日
間でした。

＊学校でもらった『新明説
漢文』(尚文出版)を眺めて
いました。
＊古文はようやく単語をや
る気になり、「565(ゴロゴ)」
(スタディーカンパニー)をど
んどん進めました。

＊センター過去問に手を
つけ、よくわかっていない
ところや、怪しいところをカ
バーしました。怪しいのは
ほぼ古文単語と漢文句形
だったので、秋と同じよう
な学習をしました。でもあ
まりやりませんでした。

＊過去問少しと単語の最終
確認のみでした。

＊過去問や模試の過去問で演習し
ました。

文Ⅰ
75
(60)

＊『古文上達　読解と演習
56』（Ｚ会出版）・・・1周だけ
しました。
＊『漢文道場』（Ｚ会出
版）・・・この時期に1周目を
行いました。

＊『読み解き古文単語』（Ｚ
会出版）・・・語彙力の強化
のために使いました。文章
を読みながら単語を覚える
形式なので、記憶に残りや
すいと思います。入試本番
にも持って行ったオススメ
の1冊です。

＊『漢文道場』（Ｚ会出
版）・・・間違えた問題を中
心に2周目を行いました。

＊『鉄緑会　東大古典問題
集』（角川学芸出版）・・・直
前期まで、2～3週に1年分
を目安として解き進めまし
た。

＊現代文は林修先生の授業を東大
特進で受けていれば、過去問をこな
しつつ実力もつくので良いと思いま
す。
＊古典は早い時期に文法や単語を
一通りやって、定期的に演習を積む
ようにすれば、安定して点数が取れ
るはずです。

＊東進ハイス
クールで、林修
先生の「現代
文　記述論述ト
レーニング」を
受講していまし
た。

文Ⅰ
67
(60)

＊東大現代文の2013～2015年度の
問題を解き直しました。
＊『東大の古典25ヵ年』（教学社）で
古文・漢文を1日1題ずつやりました。

＊現代文は予習が大事です！

文Ⅰ
77

（75）

＊古文と漢文をかなり勉強
しました。使用参考書は『鉄
緑会　東大古典問題集』
（角川学芸出版）です。

＊今まで受けっぱなしだっ
た林修先生の授業を復習
し始めましたが、時すでに
遅し、最後までパッとしま
せんでした。

＊センター国語は、古典は
『センター試験過去問研究
国語』（数学社）収録分、現
代文は2000年までやりまし
た。現代文はただ解くだけ
でなく、文章の構造的理解
に努めました。学習効果は
あったかと思います。

＊現代文だけでなく古典でも「解答
のリズム」を作ることを目指しました。

＊解答を（苦しくても）自分で何度も
書いて復習することが有効だなと直
前期に思いました。

文Ⅰ
68

（60）

＊『最強の漢文』（Ｚ会出
版）の問題編を使用しまし
た。

＊『最強の漢文』（Ｚ会出
版）の章末付録で句形を暗
記しました。

＊センター国語を1日2題こ
なしました。

＊現代文は東大特進コースでの授
業以外は何もしていません。国語は
元々古漢が得意だったので、それほ
ど多くのことはしませんでした。

文系国語

週１回の塾の古典の授業で
の演習と東大特進での古典
の授業の受講 

＊林修先生の現代文の予習・復習のみ。 

＊学校の授業の復習と古文単語・
漢文句法の暗記をメインに進めま
した。 

＊『鉄緑会 東大古典問題集』（角川学芸出
版）で直近4年分以外を演習しました。 

＊センター試験の過去問のみ。
古典についてはセンター模試の
過去問も解きました。 

＊『必修古文単語735』（三省堂）を1日10ｐ、受験終了まで継続しました。 

＊『最強の漢文』（Ｚ会出版）の章末付録を利用していました。 

＊『鉄緑会 東大古典問題集』（角川学
芸出版）で直近4年分以外を演習しま
した。 

＊高２のときから、林修先生の授業を受講していま
した。 
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文系国語

文Ⅰ
74

＊『漆原慎太郎の 古文・記述問題が
面白いほどとけるスペシャルレク
チャー』（中経出版）。これは最もお
勧めの本。最高の東大古文対策書
だと思います。
＊『東大の古典25ヵ年』（数学社）

＊現代文はあまりこだわりすぎない
ことです。林修先生の授業+α程度
に留めておくのが最もコストパフォー
マンスが良いと思います。
＊古典はセンター試験満点を一つの
指標として知識を蓄えることが最優
先です。あとは現代文の解答手法を
応用して過去問演習をすれば良いと
思います。

文Ⅰ
68

（55）

＊『完成古文単語321』（尚
文出版）。暇なときにパラパ
ラめくるなどして単語の暗
記に役立てました。

＊『鉄緑会東大古典問題集』（角川
学芸出版）。古典の過去問と解説が
載っているため、それらの演習を時
間を計って行いました。

＊過去問が何よりの教材だと思いま
す。ただ、過去問は数が少ないた
め、1つ1つの題材から少しでも多く
のことを読み取れるよう文章と向き
合うことが必要だと思います。

文Ⅰ
67

＊林修先生の授業で扱っ
た過去問の復習を、主に配
られたプリントを見て行いま
した。
＊『漢文―語と句形』（桐原
書店）を1週間で1周しまし
た。

＊『鉄緑会東大古典問題
集』（角川学芸出版）で古
文、漢文の過去問を始めま
した。

＊現代文に関してはセン
ターの過去問を解き始め
ました。
＊古文、漢文は基礎の問
題集に戻って知識を補い
ました。

＊センター過去問を1セット
時間を計って解きました。

＊現代文に関しては東大特進で扱っ
た過去問を数問解き直しました。
＊古文、漢文は過去問10年分を2周
し、使えそうな知識や良く間違える文
法をノートにまとめました。

文Ⅰ
74

（55）

＊特になし。 ＊特になし。 ＊特になし。 ＊特になし。 ＊『センター試験過去問研
究　国語』（数学社）の古
文の、主に物語の年を解
きました。

＊2014年の国語を解き、自
分の国語の底点を知りまし
た。

＊前日に古文過去問25年分を解き
ました。

＊古典は句形、文法事項を覚えた
ら、イメージしながら解くと良いと思
います。現代文は林修先生について
いくといいと思います。

文Ⅱ
58
(65)

＊現代文は東大特進で林
修先生の授業を受ける以
外何もしませんでした。
＊古典も学校の授業で触
れる程度でした。

＊5月までと同様です。この
時期は他の科目を勉強す
ることをおすすめします。

＊現代文は今までどおりで
したが、古典はセンター過
去問25年分を一気に解き、
また『読み解き古文単語』
（Ｚ会出版）を活用して多読
を行いました。

＊現代文はセンター過去問
を本試・追試両方ともたくさ
ん解きました。
＊古典は追試を活用しまし
た。

＊現代文は今までの東大特進の授
業の見直しを進め、基本を再確認し
ました。
＊古典は『鉄緑会東大古典問題集』
（角川学芸出版）に取り組み二次力
を鍛えました。

＊現代文は林先生の授業を真剣に
受けましょう。
＊古典は『鉄緑会東大古典問題集』
（角川学芸出版）に早期から触れて
おくことをおすすめします。

文Ⅱ
73

（80）

＊何もしてないです。 ＊何もしてないです。 ＊過去問を解いていまし
た。

＊古文・漢文の文法要項は早いうち
に頭に入れておくこと。東大は（特に
漢文）単語がすごく難しいという印象
はないので、出来るだけ多くの文章
を読み、古文・漢文の読解力を養う
べきです。

文Ⅱ
83

（75）

＊センター試験の過去問を
本試験を中心に10年分程
解きました。

＊過去問の復習を行い、2000年以
降の全てのものに目を通しました。

＊現代文は自分の”くせ”によって解
きがちなので、信頼できる人に添削
をしてもらい、解き方自体を見直す
のが良いです。
＊古典は、古文単語などの基礎事
項が固まっていればそれほど難しく
はないため、分からない単語や句法
に出会ったら、その都度調べる習慣
をつけると良いと思います。

文Ⅲ
71

（50）

＊古典文法の総復習をしま
した。

＊『実戦トレーニング古文
単語』（中央図書）を空き時
間に見ていました。

＊『得点奪取古文』『得点奪
取漢文』（河合出版）を一通
り解きました。

＊特にせず。 ＊特にせず。 ＊3年分過去問を解きまし
た。

＊林修先生の授業の復習をし、答案
の作り方を再確認しました。

＊林修先生の東大特進での授業を受講していました。 

＊『わかる・読める・解ける Key ＆ Point 古文単語330』（いいずな書店） ＊センター試験過去問 

＊東進で使われる教材の予習・復習のみ行
＊『センター試験過去問研究 国語』（教学社）。12月末から
問題演習を時間を計って行いました。また、演習した問題の
復習として古文単語なども覚えました。 

＊現代文は東大特進で林修先生の授業を受講

しました。 

＊古文、漢文は学校の授業を聞いているだけで

した。 

＊この時期は東大特進の授業を
受ける以外の国語対策はしませ
んでした。 

＊東進 東大古文・漢文 答案練習講座 ＊『二刀流古文単語634』（旺文社）。１周し
てから苦手な単語を何周も確認しました。 

＊現代文：林修先生の東大現代文講
座の受講と復習（通年） 
＊古典：学校の授業の予習・復習（特
に古文単語や句法・文法） 

＊『鉄緑会東大古典問題集』（角川学芸出版）を2週間に
つき1年分くらいのペースで解きました。 
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理Ⅰ
41

（40）

＊『東大の物理25ヵ
年』（教学社）

＊『理論物理への道
標』（河合出版）

＊苑田尚之先生のテキス
トの復習

＊演習を積むのも良いで
すが、基礎を正確に押さえ
ることを最優先にしましょ
う！

理Ⅱ
45

＊苑田尚之先生の
講義内容の復習。

＊センター問題集を
買って対策。

＊模試のものも含め、過去
問を解きました。

理Ⅰ
44

（45）

＊センターの過去問
5年分を解きました。
＊『大学入試セン
ター試験実戦問題集
物理』（駿台文庫）を1
周解きました。

＊今までの東大物理のテ
キストの問題を全て解き、
間違えた問題は解けるま
で反復しました。
＊東大本番レベル模試の
過去問5回分を解きまし
た。

＊物理はきちんと理解して
進めようとすると直前に短
期間で完成させるのは難
しいので早めに進めておく
ことです。

理Ⅰ
（40）

＊過去問を7年分解きまし
た。また、学校で配られた
問題を1日2，3問解いてい
ました。

＊どの分野についても、自
分で納得できるような理解
の仕方をすることです。特
に公式の導出はその原理
から自分でできるようにし
ておくと良いと思います。

物 理

＊苑田尚之先生の

講義 

＊模試の過去問 

＊苑田尚之先生の講義 

＊色々な大学の過去問
を、１日２～３題ほど解き
ました。 

＊今まで解いた問題の解き直
しをしました。 

＊『新・物理入門』（駿台文
庫）を読み、『新・物理入門問
題演習』（駿台文庫）を解きま
した。間違えた問題は解ける
まで反復しました。 

＊苑田尚之先生の東大
物理の授業を受け、テ
キストの問題を解きまし
た。

＊過去問演習講座で過
去問を解き解説を見て
復習しました。 

＊過去問演習講座の2周目を
解きました。 

＊『体系物理』（数学社）。高2
の間から、学校で扱った内容
の復習のために使いました。 

＊『名問の森物理』（河合
出版）。夏休み中ごろま
でに原子分野を除く問題
を一通り解きました。夏
休みの中ごろから、上手
く行かなかった問題を中
心に2周目をしました。 

＊『物理重要問題集』（数
研出版）。『名門の森』を解
いていて不安に感じた分野
を解きました。 

＊センター試験の本試・追
試の過去問を旧過程の分
を中心に30回分程解きまし
た。 
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物 理

理Ⅰ
32

（20）

＊『リードα物理基
礎』（数研出版）。特
記事項の確認にの
み用いました。章の
はじめの説明部分を
読んでいました。

＊物理は、じっくりと演習を
積むことで徐々に力が付く
科目です。公式が使えるく
らい基礎を固めた上で演
習に取り組むと良いです。
また、センターでは二次で
出題されないような知識問
題も出題されるため、知識
の確認もセンター前に行う
必要があります。

理Ⅰ
41

（40）

＊東進衛星予
備校で、夏休み
の初め頃まで苑
田先生の授業を
受けていまし
た。

＊センターの過去問
数年分と、『2016年
用　センター試験予
想問題パック』（Ｚ会
出版）の物理の問題
（2回分）を解きまし
た。

＊東進の過去問演習講座
を用いて東大の過去問を
解きました。

＊夏休み終わりごろまでに
全範囲をとりあえず１周し
て、その後演習を繰り返し
ました。

理Ⅱ
33

＊『名問の森物
理』（河合出版）

＊センター試験本番
レベル模試で今まで
間違えた所。

＊早めに全範囲を学習し
ておくことです。

理Ⅱ
45

（30）

＊苑田尚之先
生の「ハイレベ
ル物理」のノート
を熟読したうえ
で、『物理重要
問題集』（数研
出版）で主に力
学・波動を学習
し、まだ学習が
進んでいなかっ
た電磁気につい
ては『名問の森
物理』（河合出
版）を解きまし

＊原子分野を除
き、『物理重要問
題集』を解き終え
ました。東大の過
去問を用いて進
捗状況を確認しま
した。

＊未習得の原子
分野の学習を進
めつつ（東進の苑
田尚之先生の講
座）、その他の分
野は『新・物理入
門問題演習』（駿
台文庫）を使い訓
練していました。

＊原子分野の学習
が追い着いたので、
『物理重要問題集』
『名問の森物理』を
完成させました。計
算力を上げるために
『難問題の系統とそ
の解き方　物理』
（ニュートンプレス）
を学習していまし
た。東進の過去問
演習講座も利用しま
した。

＊解けなかった問題
を復習していました。
東大の過去問を分
野ごとに解いていま
した。

＊センター模試を解
き直し、形式に慣れ
る練習をしました。9
月からセンター前ま
でで物理の過去問を
25ヵ年終わらせまし
た。

＊模試の過去問を使い、
時間配分の最終的な調整
をしました。東大模試のわ
からなかったところは、原
理に戻りながら復習しまし
た。

＊1番最初に原理を理解
することだと思います。問
題演習は原理を確認し、
計算力を上げる訓練なの
で、分からなかったり、不
安に思うことがあったりす
れば、ノートを開き原理か
ら理解しましょう。

＊東進のテキスト及び
学校のプリントに取り組
んだため、特に参考書
等は使用していません。 

＊『難問題の系統とそ
の解き方 物理』
（ニュートンプレス）。少
しずつ解いていき、弱
点をしらみつぶしにす
る形で取り組みました。

＊『難問題の系統とその
解き方 物理』（ニュート
ンプレス）の例題をそれ
ぞれ一回ずつ解いてい
きました（9月初めごろま
で）。 

＊『難問題の系統とその解
き方 物理』の演習問題を
解いていきました。 
＊東大特進で苑田尚之先
生の授業を受講しました。 

＊東大・東工大・早慶等
の過去問で構成されたテ
キスト

＊過去問 
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物 理

理Ⅲ
（42）

＊センター対策はし
ませんでした。東大
受験者ならば、他の
ことをした方が賢明
だと思います。

＊分からない問題がある
時は、根本を理解していな
いことがあるので、何が分
からないのかじっくり考え
ることが重要です。

理Ⅲ
50
(40)

＊理論や公式
の導出方法など
をじっくりと反
復、確認をしま
した。

＊『新・物理入門
問題演習』（駿台
文庫）で典型問題
を一通り確認しま
した。

＊過去問をしまし
た。

＊東大模試（河合・
駿台・東進）の市販
の過去問をやりまし
た（化学とセットで）。

＊過去問が不十分
な理解のままの問題
があったので、それ
を理解できるように
なるまで繰り返しまし
た。

＊公式の導出方法を
もう一度確認し直し
ました。センターは2
年分解きました。

＊解けなかった問題の解
き直しをしました。

＊理論や公式の導出の仕
方を正しく理解することが
大事です。それさえできれ
ばあとは問題を早く解く練
習をすれば問題ありませ
ん。

理Ⅲ
（45）

＊『物理重要問
題集』（数研出
版）の力学と波
動の範囲を2，3
周しました。

＊『物理重要問題
集』の残りの範囲
を解きつつ、『名
問の森物理』（河
合出版）を解きま
した。

*『難問題の系統
とその解き方　物
理』（ニュートンプ
レス）の例題と演
習問題の一部を
解きました。

＊東大の過去問を
化学とセットで週1回
解きました。不安な
範囲は「夏休み」の
欄に書いた問題集
の演習問題を解き
ました。

＊問題を解く力が衰
えないように『理論物
理の道標』（河合出
版）を気が向いたと
きに解きました。

＊特になし。 『東京大学への理科』（駿
台文庫）『入試攻略問題集
東京大学理科』（河合出
版）をそれぞれ化学とセッ
トで解きました。

＊式の導出原理などを理
解した上で問題演習を積
むと良いと思います。

理Ⅲ
53

（45）

＊『難問題の系
統とその解き方
物理』（ニュート
ンプレス）。一通
り終わらせまし
た。

*高3からひたすらに演習
を積むのが大事です。

理Ⅲ
53

（44）

＊過去問（1セット/
週）

＊過去問（1セット/
週）

＊過去問（2～3セット/週） ＊物理は基礎を固めさえ
すればある程度の量は解
けるようになります。残りは
経験を積んで（沢山問題に
当たって）多くのパターン
に慣れていけば点数は伸
びるでしょう。

＊『物理重要問題集』（数研出版）
を1周すべく、頑張りました。分か
らない問題があるときは、何が分
からないのかじっくり考えるように
していました。 

＊『名問の森物理』（河合出版）
を1周すべく頑張りました。 

＊11月ごろから過去問を化学とセットで
解きました。『鉄緑会東大物理問題集』
（角川学芸出版）を使いました。 

＊今までにやった問題をやり直
し、弱点を見つける。 

＊弱点克服 ＊『東大の物理25カ年』（数学
社）。実戦練習としてひたすら
やりました。 

＊『難問題の系統とその解き方 
物理』（ニュートンプレス）。例題を
2，3周解くのもいいですし、演習
問題を解くのもいいでしょう。 

＊過去問は途中経過もしっかり書き、間
違いのポイントが分かりやすいようにする
のが良いでしょう。友達と確認し合うのも
おすすめです。 
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理Ⅰ
36

（25）

＊高校の指定（検定）教科書を軽視
しないことが大事です。

理Ⅰ
31

（25）

＊センターの過去問を5年
分解きました。
＊『大学入試センター試験
実戦問題集』（駿台文庫）を
一周解きました。

＊「東大化学」のテキストの問題を全
て解き、間違えたものはできるまで反
復しました。
＊東大本番レベル模試の過去問を5
回分解きました。

＊左記のように後回しにし過ぎると模
試等を復習の機会として活用しきるこ
とが出来ずますますおいていかれる
ので、完全に放置するのはやめま
しょう。

理Ⅰ
35

(35)

＊『化学入試問題集-化学
基礎』（数研出版）・『化学の
新演習』（三省堂）の2冊の
問題集を夏休みの間に全て
解きました。

＊『重要問題集』(～10月)を
解きました。
＊10月ごろから学校の授業
で過去の入試問題を利用し
た演習をするようになったの
で、その予習復習を中心に
勉強しました。

＊過去問を7年分解きました。また、
学校で配られた問題を大問で200問
ほど解きました。

＊教科書の内容に穴を残さないよう
にするべきです。有機化合物の名前
も教科書に出てくる分は全て憶えま
しょう。東大の過去問に拘らず、様々
な問題に手を出して、幅広い考え方
が出来るようにするべきです。

理Ⅰ
49

(40)

＊学校で与えられたプリント
(出典不明)で知識をつけて
いたため、問題集は使用し
ていません。

＊学校で与えられたプリント
(出典不明)で知識をつけて
いたため、問題集は使用し
ていません。

＊『重要問題集』(数研出版)
を基礎固めに用いました。
何周もする方が良いと思い
ます。

＊学校で与えられたプリント
(出典不明)で知識をつけて
いたため、問題集は使用し
ていません。

＊『センター化学　化学基礎
＋化学』(啓林館)をセンター
の暗記事項確認の為に用
いました。

. ＊演習量が物を言う科目です。基礎
の暗記事項が反射的に出てくるまで
覚えた上で、演習にかかるべきで
す。センターの基礎知識問題は二次
では聞かれないような問題もあるた
め、センター用の対策も忘れずに行
うべきです。

理Ⅰ
35

(40)

＊特にしていません ＊学校の期末試験に向け
て勉強していました。

＊『重要問題集』(数研出版)
の全範囲を(9月初めごろま
でに)一周しました。一日に5
～7問ずつ解いていました。

＊センターの過去問を2、3
年分解きました。

＊東進の過去問演習講座を利用しま
した。

＊夏休み終わり頃までに全範囲をと
りあえず1周して、その後演習を繰り
返しました。

理Ⅱ
38

(35)

＊センターの過去問を行い
つつ、ハイレベル化学のテ
キストを読み直しました。

＊新課程より以前の過去問
をやってもあまり意味がな
いので、駿台や河合の新課
程用の問題を行いました。

＊直近3年分の過去問と東進東大本
番レベル模試の過去問を解きまし
た。

＊化学はスピード勝負だと思いま
す。有効数字など省略できるところは
省略して75～80分でけりをつけましょ
う。

理Ⅱ
44

(44)

＊『セミナー化学』『化学の
新演習』(三省堂)を苦手分
野を模試結果などから見つ
けて、その範囲を集中的に
解きました。

＊それまでのセンター模試
の解き直しをしました。

＊過去問を解きました。 ＊模試や定期テストをペースメー
カーにして　、範囲ごとに完璧にしま
した。

化 学

＊高校のテキスト 

＊『東大の化学25ヵ年』（教学社） 
 

＊『重要問題集』（数研出版）を解きまし
た。 
＊東進のハイレベル化学を受講しまし
た。 

＊『福間の無機化学講義』（旺文社）、『福間の有機化学講義』（旺文社）を使い暗記を進めまし
た。 

＊過去問演習講座を解き、解説を見て復習しました。 

＊東進の「東大対策化学」を受講しました。 

＊『重要問題集』（数研出版）を高2の
春から使用しました。10月ごろまで学
校の授業の復習として使用しました。 

＊センター試験の本試験・追試験の
過去問を旧過程のものを中心に30回
分ほど解きました。 

＊『化学入試問題集2015』(数研出版)
を用いました。実戦練習量に不安が
あれば取り組めばいいと思います。 

＊学校の授業での演習問題の予習が中心でした。 
＊他に『2015 化学基礎・化学入試問題集』(数研
出版)を用いました。使用法は重要問題集と同様
です。 

＊『新理系の化学100選』(駿台出版)を3、4周思案した。
問題がかなりハイレベルなので、それをこなせば『理系大
学受験 化学の新演習‐化学基礎収録』(三省堂)に手を
出さなくても良いと思います。 

＊東進の「ハイレベル化学」を受講しました。それに載っている問題は完璧に
こなせるようにしました。 
＊『東大の化学 25ヵ年』(教学社)を昔のものから解きました。分量が少ない
分、密度の濃い問題もあるので、しっかり時間を使って解きました。 

＊『セミナー化学』（第一学習社）
を解きました。学習した範囲の定
着に使いました。 

＊過去問を解きました。 
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化 学

理Ⅱ
43

(30)

＊東進の「ハイレベル化学」
を受講しながら、『重要問題
集』を解いていました。この
頃は有機分野はほとんど学
習が進んでいませんでし
た。

＊難易度が高い問題への
対応をつけるため、『化学の
新演習』(三省堂)を解き始
めました。有機分野に関し
ては、学習した範囲までを
『重要問題集』で解きなが
ら、未習分野を無くそうとし
ていました。

＊『化学の新演習』を解いて
いました。有機分野は『ハイ
レベル化学』を中心に学習
していました。が、全範囲は
終わりませんでした。

＊『重要問題集』『化学の新
演習』で解けなかった問題
を解き直していました。有機
化学の全分野の学習が終
わったのが11月頃で遅かっ
たため、過去問に入ったの
も遅かったです。

＊直近数年分は残して、他
の年は分野別に過去問を
解きました。大問一つあたり
20分を目安に解きました。

＊センター対策を兼ねて、
知識問題の確認をしまし
た。

＊過去問を直近数年分を物理とセッ
トにしてやりました。演習量を増やし
たいとおもったので、模試の過去問
などもしました。記述対策に東大特
進の化学のテキストも読み直しまし
た。

＊2学期までに全分野習得して、2学
期以降は演習を積むべきだと思いま
す。演習した分早く解けるようになる
ので、演習量は大切です。あと、解説
などには記述に使えることが書いて
あることが多いので、熟読するように
しましょう。

理Ⅲ
38

(38)

＊センター対策はしません
でした。(東大受験生ならば
他のことをした方が賢明だ
と思います。)

＊理論がしっかりしていると、無機や
有機の学習がスムーズに進むので、
まずは理論を得意にするのが良いと
思います。

＊化学グランプリで金賞をとりまし
た。

理Ⅲ
45

(40)

＊理論無機の知識固めをし
ました。
＊理論に関しては、定義を
押さえて、あとは自分の頭
で考えることが大事だと思
います。無機有機はひたす
ら復習しました。

＊『新理系の化学100選』
(駿台文庫)を一問一問丁寧
に取り組みました。
＊有機の知識も定着させる
ようにしました。

＊過去問をやりました。
＊古めの年は最近にないよ
うな問題もありますが、良質
な問題もたくさんあるので、
早めにやっておくことがおす
すめです。

＊知識の総確認をしまし
た。特に有機・無機を重点
的に見直しました。
『重要問題集』(数研出版)の
見直しなどもしました。

＊『新理系の化学100選』（駿台受験
シリーズ）などで解けなかったものを
解き直しました・直前期もそこまで時
間はかけませんでした。

＊化学は覚えることにもある程度上
限があり、点数も比較的早く伸びると
思うので、高1、2から早めに学習する
ことが大事だと思います。

理Ⅲ
43

(43)

＊『重要問題集』(数研出版)
の理論範囲を解きました。

＊『重要問題集』(数研出版)
の無機範囲を解きました。

＊特にしていません ＊『重要問題集』(数研出版)
の有機範囲を解きました。
＊『化学の新演習』(三省堂)
の理論・無機範囲を解きま
した。
＊過去問とセットで週1回解
きました。

＊『新理系の化学100選』
(駿台文庫)の理論範囲をコ
ツコツ進めました。

＊知識の復習をするため、
『化学の新研究』(三省堂)を
読みました。

＊『新理系の化学100選』(駿台文庫)
を最後まで解き、感覚を取り戻しまし
た。
＊その後、『東京大学への理科』(駿
台文庫)『入試攻略問題集東京大学
理科』(河合出版)をそれぞれ物理と
セットで解きました。

＊知識をきちんとインプットし、抜け
がないように定期的に復習するとい
いと思います。

理Ⅲ
37

(45)

＊『化学の新演習』(三省堂)
を一通り解きました。

＊高3でひたすら演習をすることが大
事です。

理Ⅲ
45

(49)

＊無機有機に関しては全く
の無知だったので、基本的
知識を『重要問題集』(数研
出版)を用いて穴埋めし、夏
休みに入るまでに終わらせ
ました。

＊夏休みは7月中に『化学
の新演習』(三省堂)を終わ
らせる計画を立て、時間を
計って解きました。

＊8月中は、時間がかかり
そうな問題を生物とセットで
時間を計って解きました。

＊過去問を毎日1回、生物
とセットで解きました。

＊過去問を毎日1回、生物
とセットで解きました。

＊センターの過去問を約10
年分解きました。

＊直近の過去問、東大本番レベル模
試を解き、時間に慣れるように努めま
した。

＊化学は時間との勝負なので、どの
問題(例え知識確認問題でも)も時間
を計って解きました。

理Ⅲ
45

(46)

＊過去問(1セット/週)を解き
ました。答案用紙の使い方
を学べるようにやりました。

＊過去問(1セット/週)を解き
ました。東大の解答用紙を
模した解答用紙を使ってや
りましょう。

＊過去問(2-3セット/週)を解きまし
た。東大の解答用紙を模した解答用
紙を使ってやりましょう。

＊高校の化学は、しっかりと問題の
パターンを把握し、少しの応用で解け
るので、しっかりとパターン認識を練
習しましょう。

＊『重要問題集』(数研出版)を1周すべく頑張
りました。 

＊『化学の新演習』(三省堂)を一周すべく頑張りました。
＊11月頃から、過去問を物理とセットで解きました。 
その際、『鉄緑会東大化学問題集』(鉄緑会化学科)を使
いました。 

＊物理とセットで150分の演習
以外特に何もしていません。
その分他の教科に時間をかけ
ることにしました。  

＊今までにやった問題を復習・弱点を見つ
けました。 

＊弱点克服しまし
た。 

＊二次過去問を解きました。実戦練
習をひたすらやりました。 

＊『現代有機化学(ボルハルト・シュアー)』(東京化学同人)
を読みました。市販の高校化学の問題集は往々にして簡
単すぎであったり、ただ計算させたいだけの問題が大量に
載っていたりするので、無理にやらなくてもいいと思います。 
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理Ⅱ
34

(40)

＊センターの過去問を解
きました。
＊生物の暗記事項をあ
らかじめ書き出しておき
ました。

＊書き出しておいた暗記
事項の再確認を行いま
した。

＊ホルモンやバイオー
ムなどの暗記事項の再
確認を行いました。

＊特進のテキストと教科書だけ
やればいいです。
＊教科書の索引に書いてある
事柄が全て説明できるレベルま
で達すれば良いです。

理Ⅲ
46

(45)

＊勉強せず ＊東進の「ハイレベル生
物」を受講し、知識の定
着を図った。

＊左の作業とともに、数
日に１回、化学とセットで
二次型理科を解きまし
た。(昔の過去問)

＊過去問演習講座で添
削をしてもらい、随時知
識の弱い所を埋めまし
た。

＊過去問対演習講座で
添削をしてもらい、随時
知識の弱い所を埋めま
した。

＊知識の完成を優先し
た。過去問は10年分程
解きました。

＊知識の最終確認と共
に、スピードに慣れる練
習をしました。

＊生物も化学と同様、いかに多
くの情報を短時間に処理するか
が鍵になるので、時間を意識し
て解きました。また、知識では
絶対に点を落とさないよう、完
璧にしました。

生 物

＊生物の教科書(東京書籍)を１行１行じっくりと読
み込み、疑問点を見つけました。 
＊『東大の生物25ヵ年』(教学社)を時間を計って行
いました。問題の形式に慣れました。 
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文Ⅰ
(35)

＊世界史は東大の過去問の研
究に終始したと思います。特別
な参考書は使いませんでした。

＊センター過去問を解いて
いました(約10年分)。

＊東進の東大本番レベル模試の
過去問が非常にありがたかったで
す。

文Ⅰ
34
(40)

＊『荒巻の新世界史の見取り
図』(東進ブックス)を読み、通史
の理解を進めました。
＊『世界史B一問一答』(東進
ブックス)を1月ころから始めまし
た。語句を覚えるだけでなく、文
章として覚えるようにしました。

＊5月までと変わりません。 ＊東京書籍の教科書を読
みこみました。また、一問一
答の暗記を続けました。

＊『東大の世界史２５ヵ年』
(教学社)を用いて、過去問
を解き始めました。センター
までに第１問と第２問は全
て終わらせました。一問一
答の暗記は続けました。

＊センター対策として、文
化史を詰め込みました。『タ
ペストリー』(帝国書院)を熟
読しました。

＊過去問を繰り返し解きま
した。

＊もう一度過去問に取り組みまし
た。一問一答の暗記を続けまし
た。

＊第２問と第３問を取りこぼさないこ
とが重要です。最後まで暗記を続け
ましょう。

文Ⅱ
(45)

＊授業の進度が遅かったため、
教科書→見取り図→教科書の
順で先取りをしました。
＊知識定着のために『30日ス
ピードマスター』(山川出版)を使
いました。

＊5月までと同様です。 ＊5月までと同様です。
＊夏休み中に通史を１周終
わらせました。知識の定着
はいま一つでした。

＊夏模試である程度とれた
ため、ウェイトを下げ、少し
ずつ過去問を始めました。

＊センター演習をしました。
特に文化史に重点を置きま
した。

＊センター演習を20年分や
りました。
＊センター試験を通じて知
識の整理ができるので、
しっかりやりました。

＊過去問を解きました。
＊第１問は差がつかないと思った
ので、10年分解きました。
＊第２問・第３問は点を取りに行こ
うと考えていたため、25年分やりま
した。

＊早めの通史完了＋第２問・第３問
を重点的にやりましょう。
＊世界史は40後半は欲しいと思って
いました。

文Ⅲ

＊山川の教科書を読みつつ、
古代～中世の過去問を使った
演習をしました。
＊『荒巻の世界史の見取り図』
(東進ブックス)を買って、先生の
授業の進みをバロメーターにし
つつ読んでいきました。『世界史
B一問一答』(東進ブックス)を買
い、のんびり進めました。

＊基本的には5月までと変
わりません。

＊一問一答を１周させまし
たが、夏模試に間に合わな
くてとても焦りました。

＊一問一答の2周目をやり
ました。

＊センター試験の過去問ば
かりを解いていました。

文Ⅰ
41

（30）

＊『荒巻の新世界史の見取り
図』（東進ブックス）……教科書
で不明瞭な点が、この本を読む
と良く理解できるようになった気
がします。

＊『各国別世界史ノート』
（山川出版社）……国別・地
域別に知識を整理すること
で、縦のつながりが良くつ
かめるようになりました。

＊『詳説世界史』（山川出版
社）……学校で使っていた
『世界史Ｂ』（東京書籍）とい
う教科書とは別の視点を学
ぶことが出来ました。

＊教科書は2冊以上読み比べると視
点が増やせて良いと思います。僕の
場合は早い時期から一問一答を
やっていましたが、知識は覚えても
どんどん忘れるものなので、もっと遅
くから始めても良かった気がします。

文Ⅰ
42

＊荒巻豊志先生の「スタン
ダード世界史B」を受講しま
した。

文Ⅰ
40

（35）

＊『理解しやすい世界史Ｂ』（文
英堂）……学校で未習だったと
ころを埋めるために使用しまし
た。
＊『1分間世界史1200』（水王
舎）……ごく浅いレベルの知識
を入れるため使用しました。

＊センター過去問（1日１ヵ
年分）

＊『東大の世界史25ヵ年』
（数学社）……第2，3問をメ
インに使用しました。

＊『東大の世界史25ヵ年』
……第1問の古い年度の解
説を読んでいました。

＊センター型問題集……1
日2セット

＊『世界史Ｂ』（実教出版）・『新詳
世界史Ｂ』（帝国書院）

＊未習範囲をとりあえず終わらせた
いのならば参考書や一問一答で十
分ですが、論述問題に対応するため
には教科書の熟読が必要です。
＊第1問で得点を期待することだけ
はやめましょう。

世 界 史

＊『世界史Ｂ一問一答』（東進ブックス）
……知識を詰め込むために直前期まで5
～6周しました。 

＊直前期まで『新世界史』（山川出版
社）という教科書を熟読しました。 

＊『山川 一問一答世界史』（山川出版
社）……受験終了まで継続しました。 

＊『世界史Ｂ』（実教出版）・『新詳 
世界史Ｂ』（帝国書院）……論述問題
を解答する際の参考にしました。 
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世 界 史

文Ⅰ
42

＊センター対策の比重を増
やしましたが、それでもや
はりやることは同じです。徹
底的な教科書との格闘で
す。

＊荒巻豊志先生の授業の復習を
中心にして、過去問の点検、演習
をしました。

＊歴史科目は教科書に始まり過去
問に終わります。まず教科書を熟読
してセンター試験で満点を取れるレ
ベルに知識を蓄えることを最優先に
するべきです。あまり早くから論述対
策を行っても得るものは少ないで
す。焦りは禁物です。

文Ⅰ
41

＊いきなり教科書を読んでもよ
く分からなかったので、『荒巻の
新世界史の見取り図』（東進ブッ
クス）で流れを掴もうとしました。
＊『山川 一問一答世界史』（山
川出版社）を始めました。

＊東大の過去問を解き始
めました。点数が悲惨で
あったため、『世界史Ｂ』（東
京書籍）を線を引きながら
読み始めました。

＊『世界史Ｂ』（東京書籍）
を熟読しました。過去問を
進めるうちに頻出の分野が
分かったので、『荒巻の新
世界史の見取り図』（東進
ブックス）を分野を絞って読
み直しました。

＊センターの過去問を15年
分ぐらい解き、解答もしっか
り読んでいました。

＊やり直しも含め直近の過去問10
年分を解き直しました。第1問に関
しては『東大の世界史25ヵ年』（教
学社）を解き直しました。『世界史
Ｂ』（東京書籍）を熟読し、第2問で
出題されそうな箇所を見つけ出し
てはノートに書き込んでいました。

文Ⅱ
40

（25）

＊特になし。 ＊教科書（東京書籍、実教
出版、浜島書店）を購入し、
少しずつ読んでいました。

＊1日にセンター過去問1年
分解きました。

＊過去問を1日3年分くらい解い
て、間違えた部分は単語帳に書い
て暗記しました。
＊第3問対策で『世界史B一問一
答』（東進ブックス）をやっていまし
た。

＊英数の学習が遅れている人は夏
までは英数にしっかり力を入れるべ
きだと思います。
＊世界史は第2問・第3問を押さえれ
ば、大差をつけられることがないと思
います。

文Ⅱ
35
(40)

＊東大同日体験受験で世界史
が0点だったことにショックを受
け、世界史学習を最優先するこ
とにしました。通史を行う際、山
川の教科書、東京書籍の教科
書、世界史の見取り図の３冊を
併用し、比較しながら読み進め
ることでモチベーションを保つこ
とができました。世界史が苦手
な人は第２問・第３問対策に全
力を注ぐと良いと思います。

＊5月までと同様の方法で
通史を進めました。6月の
東大本番レベル模試では
世界史で20点ほど取ること
ができたため、成長を実感
しました。

＊夏休みは英語や古典に
時間を割き、世界史学習は
あまり進みませんでした。
ただ、夏休み前までにきち
んと通史が出来ていれば
世界史学習を中断しても点
数が急に悪くなることはな
いと思います。

＊この時期から第２問・第３
問の過去問演習を始めまし
た。その際、東大で出題さ
れたところの解答として使
えそうな教科書の文章に赤
線を引いていきましたが、
この方法は後に非常に役
に立ちました。

＊センター世界史対策を兼
ねてもう一度通史を行いま
した。世界史は通史が学習
の基本なので、丁寧に繰り
返すといいと思います。

＊センター過去問を25年分
解きました。この時期は二
次対策は出来なかったもの
の、センター過去問のおか
げで知識を保つことできま
した。

＊『世界史論述練習帳New』(中谷
臣、パレード)を活用しながら、第１
問対策を一気に進めました。この
本は本当に良書なのでお勧めで
す。また、第１問は出題テーマが
何度も繰り返されることが特徴な
ので、過去問の復習は本当に大
事です。

＊第２問・第３問対策は通史を丁寧
に繰り返すことで十分だと思いま
す。第１問は指定語句にとらわれす
ぎることなく、問題文の要求に答える
ことを最重要に考えて書くことが重
要だと思います。

文Ⅱ
42
(25)

＊教科書熟読をしました。
＊『世界史一問一答』(東進ブッ
クス)を授業でひと段落つくごと
に読みました。

＊教科書熟読をしました。
＊『世界史一問一答』(東進
ブックス)を授業でひと段落
つくごとに読みました。

＊教科書熟読をしました。
＊『世界史一問一答』(東進
ブックス)を授業でひと段落
つくごとに読みました。

＊5月までの勉強方法に加
えて、学校の先生に400字
程度の論述の添削をしても
らっていました(前期試験本
番少し前まで)。

＊5月までの勉強方法に加
えて、学校の先生に400字
程度の添削をしてもらって
いました(前期試験本番少
し前まで)。

＊センター試験の過去問を
10年分ほど解き、苦手な分
野や時代を見つけて教科
書を再読しました。

＊過去問をひたすら解きました。
教科書での知識補充も並行して行
いました。

＊知識の穴を作らないことが大事で
す。
＊得意な地域などに頼りすぎている
と、知識に偏りが出来てしまいます。
まず、大まかに流れや特徴を掴んで
から、細かい所を補充していくと良い
と思います。

文Ⅲ
47
(40)

＊『書き込み教科書』(山川出版
社)を2周しました。

＊東進で東大対策世界史
の授業を取り、論述の基礎
を学びました。

＊東大対策世界史の授業
の復習を2周し、空き時間で
『書き込み教科書』に『世界
史一問一答』（東進ブック
ス）の星2個以上の単語で
載っていないものを書き足
しました。

＊荒巻豊志先生の授業を
取りました。『書き込み教科
書』を空き時間に眺めてい
ました。

＊センター試験の過去問を
解き始めました。論述は荒
巻豊志先生の授業でのみ
触れていました。

＊センター試験の過去問を
やり直していました。

＊過去問を10年ほど解きました。 ＊基礎は高3春までに固めておくべ
きです。

＊教科書３冊（東京書籍、山川出版、帝
国書院）と『荒巻の新世界史の見取り図』
（東進ブックス）を読み込みました。 
＊問題演習は荒巻豊志先生の授業の予
習で確保しました。 ＊知識の確認の為にセンター試験過

去問を少しずつ解き始めました。 

＊山川の教科書の熟読、一問一答
を並行していました。 

＊『世界史B一問一答』(東進ブック
ス)を使って単語をパラパラ眺めてい
ました。英数メインだったので、あま
り力は入れていませんでした。

＊『世界史Ｂ 用語と流れが覚えら
れる本』（文英堂）の短文を暗記して
いました。 

＊『センター世界史が9割とれる本』
（中経出版）を1日1周読んでいました。 
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文Ⅰ
(35)

＊日本史ナメてました(す
いません)。分かったこと
は中学受験の時の成績
と大学受験は関係ないと
いうことです。

＊11月の模試で現実を
突き付けられたボクは本
気で日本史をやることに
決めました。

＊文化史は諦めました。 ＊東進の東大本番レベ
ル模試の過去問は素晴
らしいです。

＊気合いが大事だと悟りました。

文Ⅰ
47
(35)

＊「論述の基本」を完成
させました。

＊5月までと変わりま
せん。

＊山川出版の教科書を
読み込みました。

＊東大日本史の過去問
を解き進めました。

＊センター対策として、
文化史対策の問題集を
進めました。

文Ⅱ
(35)

*東大同日体験受験で30
点台が取れたため、勉強
のウェイトは低めでした。
＊学校の論述演習・東進
の授業の予習・復習のみ
でした。

＊5月までと同様で
す。

＊夏模試で日本史が壊
滅的だったので、ウェイト
を増やしました。参考書
を進めました。

＊センター演習をやりま
した。特に文化史に不安
を抱えていたため、資料
集を読みました。

＊センター演習をしまし
た。フルで10年分、文化
史のみピックアップしたも
のを20年分やりました。

＊過去問を直近10年分
と、その他、優先して取り
組んだ方が良い過去問
を解きました。

＊東大日本史は過去問研究が肝
だと思うので、できるだけ多くの問
題に触れられるよう早い段階から
過去問演習を始めるといいと思い
ます。
＊日本史はどちらかというと苦手
で30点あれば十分と思って勉強し
ていまいた。

文Ⅰ
42
(40)

＊この時期から過去問
演習を始めました。

＊『東大日本史問題演
習』（東進ブックス）を解き
ました。過去問の他に予
想問題もついており、演
習に適していました。

＊『山川の一問一答 日
本史』（山川出版社）を、
センター対策で使用しま
した。

過去問演習が終わった
のが二次試験の２週間
前で、その後は過去の東
進東大本番レベル模試
を解いていました。

＊日本史は他の教科と比べても
特に過去問演習が重要だと思い
ます。教科書を読み込みつつ計画
的に過去問をつぶしていくと良いと
思います。

＊東進で日本史の
授業を受け、教材も
活用していたほか、
高校の先生の教材
を積極的に利用し
ていました。

文Ⅰ
41
(40)

＊日本史の参考書と教
科書の古代を読みまし
た。

＊日本史の参考書と
教科書の古代と中世
を読みました。

＊教科書を読み込み、古
代、中世、近世のイメー
ジをつくりました。

＊古代、中世、近世の論
述の練習をしました。
＊東大の過去問を１題ず
つ解いた後に、論点を
ノートにまとめました。

東大の過去問1年分を2
日に1回ペースでこなしま
した。

＊大きなイメージを持ちましょう。

文Ⅰ
45

＊二次過去問の演習を
開始しました。もっと早く
始めるべきでした。

＊センター試験にむけて
現代史など二次で出づら
い部分を重点的に知識
をつめこみました。

＊東進東大本番レベル
模試の復習と過去問演
習をしました。

＊最も過去問演習が役立つ科目
です。まず教科書をベースに知識
を蓄え、徹底的な過去問との格闘
を通じて東大日本史のクセを体に
しみこませることで、かなりの高得
点も可能です。

文Ⅰ
42
(35)

＊参考書を読みすすめ
ました。
＊過去問演習を徐々に
行っていきました。

＊過去問演習を行いまし
た。
問題を解いた後に、模範
解答に加えて参考書の
該当箇所も参照しまし
た。

＊過去問の今まで解い
た問題の復習や解き直し
を行いました。
＊参考書の復習をしまし
た。

＊知識のインプットはアウトプット
の練習の前に必要ですが、前者だ
けだとどうしても効率が落ち気分も
滅入ります。学んだことをアウト
プットするような教材を常に利用し
ていってほしいです。

文Ⅰ
40

（30）

＊日本史の知識がほぼ
ゼロの状態であったた
め、山川の教科書を読み
始めました。
＊一問一答ではなく、『詳
説　日本史ノート』（山川
出版社）を進めました。

＊山川の教科書を熟
読しました。
＊参考書を読み始め
ました。

＊『大日本史』という教科
書を読み始めました。

＊センターの知識が危う
かったので、センター過
去問を解いていました。
日本史は本当に苦手
だったのですが、セン
ター対策をして知識が定
着しました。

＊過去問10年分を分野
別に２周しました。この頃
は論理的に正しいことを
書くよう答案の書き方を
意識して演習していまし
た。

日 本 史

＊ひたすら教科書（山川出版）を熟読し、少し
過去問にも触れました。 

＊センター対策のみ行いました。 

＊日本史の参考書を、学校の
教科書も並行しながら順に読
み進めて、歴史の流れを捉え
るよう努めました。 

＊『センター試験過去問研究 日
本史Ｂ』（教学社）を用いてセン
ターの過去問演習をおこないまし
た。正誤問題では誤文のどこが間
違えているかを考えるように努め
ました。

＊過去問を解き始め、過去問演
習講座で添削をうけました。 
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日 本 史

文Ⅱ
52

（40）

*特になし *特になし ＊参考書を１周して論述
の基本をおさえました。

＊授業にあわせて『詳説
日本史』（山川）を読みま
した。特に太線部ではな
いところを重点的に目を
通しました。

＊『センター日本史一問
一答』（東進ブックス）を
購入し、１日１周を心が
けました。１日１周すれば
嫌でも頭の中に残りま
す。

＊冬休みの分に加え、１
日１年分センター過去問
を解きました。

＊過去問を一気に消化し
ました。全ての問題に対
して答案を作る時間は無
かったので、解答のプ
ロットを考えて答えと比
較していました。

＊問題に正面から答える訓練を積
むことがなにより（日本史の単語を
覚えるより）大切だと思います。「こ
の問題は何を問うているのか」を
考えていないと痛い目にあいま
す。

文Ⅱ
50

（40）

＊センター試験同日体験
受験では日本史が40点
台だったので、通史が不
可欠だと思い、参考書や
山川の教科書を活用し通
史に取り組みました。近
代は覚えることが多く非
常に大変なので、知識が
不安な人はまず古代から
近世を固めていけばいい
と思います。

＊6月の東大本番レベ
ル模試では古代、中
世、近世で良い得点を
取ることが出来たもの
の、近代は全く太刀打
ち出来なかったので、
近代の知識詰めを積
極的に行いました。

＊夏休みは英語や古典
に時間を割き、日本史の
勉強はあまりしませんで
した。受験は総合得点勝
負なので、学習が日本史
に偏りすぎないようにし
ましょう。

＊この頃から過去問演
習を始めました。過去問
は本当に貴重な素材な
ので、一度解くだけで終
わることのないようにきち
んと復習しました。
＊この時期に使用した、
『日本史講義２　時代の
特徴と展開』（駿台文庫）
は東大日本史を解く上で
非常に役に立ったのでお
勧めです。

＊センター日本史対策を
兼ねてもう一度通史を行
いました。その際、「歴史
の大局観」を養うことを意
識すると、東大日本史が
解きやすくなるはずで
す。

＊日本史対策はセンター
の過去問を解くばかりで
二次向けの対策はでき
ませんでした。ただ、セン
ター過去問演習を通じて
知識の穴を埋めることが
出来たので、二次にも少
し役だったかなと思いま
す。

＊過去問の復習に専念
しました。その際「どのよ
うな答案の書き方をすれ
ば伝わりやすいか？」と
いうことを常に意識しまし
た。

＊東大日本史は独特な形式で出
題されるので、早めの過去問演習
で慣れておくことが大事です。ま
た、問題文をしっかりと読み、「何
が問われているのか？」をきちん
と把握しましょう。「留意せよ」など
の指定にも意識を向けることを忘
れないで下さい。

文Ⅱ
45

（35）

＊参考書に学校で習ったこと、演
習で知ったことなどを自分なりにま
とめて書き込みました。大きな流
れや物事の因果関係を理解する
ことが大切です。

文Ⅱ
36

（35）

＊参考書を読み始めまし
た。

＊参考書を用いて、セン
ター、二次両方に必要な
知識を身に付けました。

＊センター過去問を10年
ほど解きました。一問一
問の選択肢の吟味を行
い、二次を想定したうえ
で演習を行いました。

＊過去問を10年分解き
ました。初めは解説を読
みながら思考のプロセス
を習得し、問で聞かれて
いる内容を的確にとらえ
ることを意識しました。

＊細かい知識はあるに越したこと
はありませんが、それ以上に、提
示された資料を読み解く力や問の
本質を見極める力を養うために、
少しでも多くの過去問に触れてほ
しいです。

＊『日本史Ｂ 一問一答』（東進ブックス）を学
校の進度より早めに通読しました。 

＊参考書を使用しました。気付いた
こと、初めて知ったことはとりあえず
なんでも書き込みました。音読もしま
した。 

＊教科書を熟読しました。（通年） 
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文Ⅰ
40

(40)

＊学校の授業のみでそれ
以外はやっていません。

＊学校の授業に加えて、論
述演習(過去問を週1ペー
ス)で解きました。

＊『東大の地理　25ヵ年』(教学社で
演習しました・間違えたり、分からな
かったりした問題は解説を読み、覚
えました。

＊理解することが大事です。(気候と
文化は関係しています)

文Ⅰ
49

＊学校の系統地理の授業
はちゃんと受けていました
が、地誌は全く聞いていま
せんでした。この頃に学校
でやったセンター演習が非
常によかったと思います。
良問揃いのセンターで分か
らない問題を作るのはよく
ないと思って潰していきまし
た。

＊センター地理の点数が良かったの
で、地理に多くの時間を割きました。
東大地理の問題演習をしながら、重
要事項を頭に入れ、また、解答を書
くことを重視しました。

＊私は知識量よりも、問題を解く際
の方法論を重視しました。また、短
時間で論述ができるように訓練を積
んでおかないと、いくら地理に時間を
かけても本番の点数につながらない
可能性があるので注意してください。

文Ⅰ
36

(40)

＊『2016マーク式総合問題
集　地理Ｂ』(河合出版)を１
日1セット行いました。

＊センター地理型問題集
(色々な出版社のもの)を解
きました。
＊『センターはこれだけ！
新田正昭の地理B』(文英
堂)の解き方が詳しく参考に
なりました。

＊『東大の地理　25ヵ年』を2日に1年
分解きました。

＊開示を見て思ったのが、自分の記
述能力の無さでした。解答速報を見
た限りでは確実に40点はいったと
思っていました。しかし、結果は散々
でした。やはり、普段から十分な記
述答案作成を行っていないといけな
かったなと痛感しました。

文Ⅰ
39

(25)

＊『村瀬の地理Bをはじめ
からていねいに(系統地理
編)』(東進ブックス)を読みま
した。基本的な知識が少な
かったので、これを用いて
知識のインプットから開始し
ていきました。

＊『東大の地理　25ヵ年』(教学社)で
残していた直近の問題を時間を計っ
て解きました。加えて、今まで解いた
問題の復習も行いました。

＊二次でも基礎の知識を活かすこと
が重要な科目なので、センターの過
去問なども重要な教材として活かす
のが大事だと思います。

文Ⅱ
33

(30)

＊③センター試験の過去問
で初めて知った知識を書き
足しました。

＊④二次の過去問で初め
て知った知識を書き足しま
した。

＊系統地理を早めに終え、地誌を学
んでいく上で系統地理の知識を応用
すると、知識の体系化が行いやすい
です。１冊のノート型参考書に、演習
で得た知識を書き込んで、つながり
を可視化するといいと思います。

文Ⅲ
38

(20)

＊『地理の研究』(帝国書
院)で諸内容を確認しまし
た。

＊『地理の研究』のコラム
欄やトピックを空き時間に
読んでいました。

＊センターの過去問を2年
分解きました。

＊過去問を10年ほど解き、諸内容を
『地理の研究』（帝国書院）で確認し
ました。

地 理

＊学校の授業のみでした。(授業が
あったため) 

＊センターのみやりました。間違えた
問題をノートにまとめ、復習しました。 

＊『村瀬の地理Bをはじめからていね
いに(系統地理編)』(東進ブックス)を
一日一章読むことを目標にしていまし
た。ただ、分量が多く平均したら2日で
1章程度になっていたと思います。 

＊『村瀬の地理Bをはじめからていね
いに(系統地理編)』(東進ブックス)を
適宜参照し、『村瀬の地理Bをはじめ
からていねいに(地誌編)』(東進ブック
ス)を１日１地域を目標にしました。
＊センター試験地理B過去問を１日大
問2つ解きました。

＊『村瀬の地理Bをはじめからていねいに(系統
地理編)』(東進ブックス)『村瀬の地理Bをはじめ
からていねいに(地誌編)』(東進ブックス)』を読み
ました。 

＊系統地理編が終わり次第、地誌編へ移りまし
たが、この２冊では内容に対応箇所があるため、
これらは常にセットで持ち歩いていました。また、
年間を通して、これらはいつでも見返せるよう地
理の勉強をする時は常に常備していました。 
＊夏休みは何周もして記憶の定着を図りました。 

＊『東大の地理 25ヵ年』(教学社)を非常にゆっ
くりとしたペースでしたが、問題演習を行いまし
た。最近のものは時間を計って行い、昔のもの
は大問別に解きました。 
＊『センター試験過去問研究地理B』(教学社)を
時間を計り解きました。問われていない選択肢
も考えるなどして力をつけられるようにしました。 
＊徐々にセンターの割合を高めていきました。 

＊『新 地理重点ノート』(九州高等学校地理教
育研究会)の 
①穴埋めをする
②授業で習ったことを書き込む
などして勉強していました。
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